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は じ め に

人 尾 市 は 旧河 内 国 の範 囲 に含 ま れ て お り、 1704年 に付 け替 え され る ま で

は大 和 川 の 主 流 で あ る玉 串川 と平 野 川 が 市 域 を流 れ る水 の 豊 か な 、 肥 沃 な 土 壌

を有 す る土 地 で あ りま した。 こ の た め 古 来 よ り人 々 の 足 跡 の 絶 え な い 場 所 で あ

ります 。 これ ま で 人 尾 南 遺 跡 で は 旧石 器 が 出 土 して い る こ とか ら もそ れ は伺 い

知 る こ とが で き ま す 。 この よ うな歴 史 を もつ 人 尾 市 も近 世 に は 大 半 が 耕 作 地 と

して利 用 され 、 点 在 す る村 以 外 は 一 面 に緑 が ひ ろ が つ て い ま した 。 しか し、 近

年 、都 市 郊 外 の 住 宅 地 と して 開 発 事 業 が 盛 ん に な り、 水 田や 畑 は 宅 地 に 変 貌 し

て い ます 。

本 書 に は この よ うな 開発 事 業 に伴 う平 成 7年 度 の遺 構 確 認 調 査 の 報 告 を ま と

め て あ り、 市 内 に お け る弥 生 時 代 か ら鎌 倉 時 代 の様 相 の 一 端 を み る こ とが で き

ます 。 今 後 こ う して 見 つ か つ た 埋 蔵 文 化 財 を どの よ うに活 用 す るの か 、 ま た 市

民 の 皆 さん に埋 蔵 文 化 財 を周 知 して 頂 き 、 埋 蔵 文 化 財 の 大 切 さを理 解 して も ら

うこ とが 大 き な課 題 で あ りま す 。 本 報 告 書 が の 役 割 の 一 端 を担 うこ とが で きれ

ば 幸 い で あ ります 。

最 後 に な りま した が 、調 査 に ご協 力 い た だ い た 方 々 、 関係 者 各 位 に感 謝 い た

します 。

平 成 人 年 二 月

八え 市教 育委 員会

払 有長  西谷 竹友



例

1、 本書は、平成 7年度に人尾市教育委員会が国庫補助事業として計画し、人尾市内で実施した遺構確

認調査の報告書である。

2、 調査は人尾市教育委員会文化財課 (課長 溝川博由)が実施した。

3、 調査は人尾市教育委員会文化財課技師米田敏幸、消斎、吉田野乃が担当し調査にあたつた。

4、 本書には、巻末に記載した調査一覧表のうち、特に成果のあった調査について、その概要を収録し

た。

5、 本書の作成にあたっては、米田、清、吉田が執筆・編集を行い、文責は文末に記した。

6、 調査一覧表、報告書抄録の作成は本課技師藤井淳弘、吉田珠己が行なった。

7、 なお、本文中において、曙川小学校教諭 奥田尚氏より、玉稿を賜つた。記して謝意を表したい。
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1.調査地

2.調査期間
3.調査方法

4.調査概要

5。 出土遺物

1日 跡部遺跡 (94-059)の 調査

東大子 1丁 目 3・ 1の一部

平成 7年 5月 30日

ガソリンタンク埋設部分に 2.2m× 2.6mの調査区を 2ヵ所設定し、地表下約 3

mま で重機と人力を用いて掘削 した。

第 1調査区 旧耕作土から 0.65mの盛土を行つている。遺物は地表下 1.3mの

暗褐色粘質土に土師質の高杯、須恵器片を包蔵 している。この下部地表下 1.45mの

乳灰褐色粘砂層では須恵器 。土師器片とともに鉄滓が出上している。この層の上面

には細砂が浅く溝状に堆積 してお り、遺構となる可能性がある。約 0.55mの無遺物

層を挟んで地表下 2.2mの暗灰色粘土層からは古式上師器の壺・甕片や須恵器片が

出上しており弥生後期から古墳時代中期の包含層とみられるが、下部の暗灰色微砂

上面では遺構を検出できなかった。以下植物遺体を含む粘土層が確認でき、沼状の

湿地であつたことが推定される。

第 2調査区 盛土層は約 0.7mである。旧耕作上の床上である暗緑灰色粘砂を取
り除くと暗緑灰色粘質上がある。この層中には多くの須恵器・土師器片が含まれて

おり、下部の乳灰褐色粘砂上面では土坑やピットを検出した。検出面の時期である

が、土坑出土の須恵器から7世紀前半の遺構面と考えられる。また地表下 1.75mの

暗灰色粘土層中でも須恵器杯蓋片が出上しており、 6世紀前半の遺物包含層と思わ

れる。以下第 1調査区と同様に地表下 2.85mで は植物遺体を含む粘土層が堆積 して

いるのが確認できた。

1・ 2は第 1調査区、 3～ 5は第 2調査区の土坑出上の遺物である。 1は暗褐色

塀
:欝ベ

雪

第 1図 調査地周辺図 (1/5000)

1



粘質土出上の須恵器無蓋高杯である。中空の脚部をもち

口縁部は外上方に緩やかにひらく。回転ナデ調整。 2は

土師器甕口縁部で、頸部から外湾 して上外方にのびる。

3・ 4は須恵器杯身で、 3は立ち上がりは内傾 してのび

端部は九く、底体部も浅い。日径 12.8cmo TK 209に

比定できる。 4は立ち上がりは短く内傾 し、端部は丸い。

日径 H cmで底体部は浅い。5は須恵器甕で頸部から外湾

して外上方にのび、端部は内傾する平面を成 している。

日径 12.6 cm。 6は須恵器甕体部で、球形を成 し最大径は

28.6 cm。

第 2図 調査区設定図 (1/500)

第 2調査区

1,盛土
2.旧耕土
2.″ (ワ ラを含む)
3.暗緑灰色粘砂
4.淡褐色微砂混粘砂
5 暗褐色粘質土
6.乳灰褐色微砂質土
7 暗灰褐色微砂質上
8.暗褐灰色粘砂
9 暗青灰色砂混シル ト
10 暗灰色粘土
11.暗灰色徽砂
12 暗淡灰色粘土

13.晴緑灰色粘質土
14.灰緑色砂混粘質土
15.茶灰色砂質土
16.暗茶灰色砂質土
17.明褐色粘質シル ト
18.暗灰色砂混シル ト

6.備考

第 3図 基本層序摸式図 (1/60) 第 4図 第 2調査区遺構平面図 (1/60)

調査地の北 100mでは弥生前期から古墳中期の遺構面を検出している。また南西

200mでは古墳中後期の包含層や奈良～平安・鎌倉時代の遺構が確認されている。

今回はこれまであまり見つかつていない 7世紀前半の遺構面が検出されたことから

0             20 cm

第 5図 出土遺物実測図

て三二l第
2調査区

□
第1調匿区



1.調査地

2.調査期間
3.調査方法

4.調査概要

5。 調査結果

2日 恩智遺跡 (95-196)の 調査

恩智中町 3丁 目

平成 7年 8月 1日・ 8月 7日

遺構、遺物の有無を確認する目的で、事業計画地内の建物予定地の浄化槽の設置

計画部分を対象に 2Xlm調 査区を 3箇所設定し、機械による掘削ののち、手掘作
業による断面精査及び包含層の掘削を実施 し、写真撮影及び断面実測等を行つた。

北東側に設定した第 1調査区では、地表下 1.4mまで掘削したが、調査区の殆ど

が攪乱された土層の堆積となっていた。しかし調査区の東壁付近 1.2m以 下に包含

層の残存を確認 し、弥生式土器の器蓋 (1)が出土したため、日を改めて第 2、 第 3

調査区の掘削を実施 した。北西側の第 2調査区では、地表下 30cm以下約 50cmの層

厚の黒灰色粘質上を確認 した。粘質土内には弥生式土器の砕片が混じるのみできわ

だった遺物の出土はなかったが、黄褐色砂質上をベースとする小穴状の落ち込みを

検出した。また南側の第 3調査区では、地表下 30cm以下約 40cmの層厚の包含層及

び暗褐色砂質土をベースとする落ち込みを検出した。包含層からは須恵器片及び弥

生式上器片が出上し、落ち込み状遺構からは弥生式上器や石器が多数出上した。

敷地内で確認 した包含層及び遺構は弥生時代中期を主体とするもので、出土遺物

もその殆どが畿内第二様式から第五様式前半までの範疇で捉ることができ、恩智遺

跡の盛行期に重なる遺構と思われる。北 50mの所には府の史跡指定地があり、付近

の調査でもこの付近が弥生時代集落跡の中心部に位置していることが想定される。

今後とも周辺の調査によつて当遺跡内の状況を明らかにしていく必要があろう。

(米田)

第 6図 調査位置図



第 1調査区□
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第珂調査区

1

第 7図 調査区設定図 (1/200)

第 2調査区
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第 8図  土層断面図 (1/40)

1.表上 (暗灰褐色砂質上)
2.黒灰色粘質土 (包含層)
3.黒灰色際混粘質土 (包含層)
4.黒灰色砂混粘質土
5.暗灰色砂質粘土
6.黄褐色砂質土
7.暗褐色砂質土
8.暗灰色粘質土
9.灰褐色シル ト
10.暗黄褐色砂質土

第 3調査区
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第 9図  土器実測図
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10図 石器実測図

o           5cm

番 号 地点 種 類 部 位 法量 (cm) 調整の特徴 色  調 胎上の特徴

lG 器 蓋 完 形 口径 13.8

高 7.1

外面ヘラ磨き、内面ハケ 暗橙褐色 石英長石雲母細粒を含む

2 3G 士霊 口縁部 口径 21.1 日縁端 簾状文十刺突文 暗褐色 角閃石多く含む

3 3G 士亜 口縁部 日径 19.0 口縁端 竹管文 橙褐色 赤色酸化粒含む

4 3G 士霊 口縁部 日径 20.0 日縁端 簾状文+刺突 暗褐色 閃緑岩角閃石含む

5 8G 甕 日縁部 日径 30.3 日縁端 沈線文 暗褐色 角閃石多く含む

6 3G 甕 日縁都 口径 16.4 外面ヘラ磨き、内面ハケ 暗褐色 角閃石多く含む

7 3G 甕 日縁部 口径 17.8 外面叩き目 暗褐色 閃緑岩片含む

8 3G 底 部 底径 5.0 外面指頭圧、内面指ナデ 暗橙褐色 花南岩片含む

9 3G 底 都 底径 3.6 外面ナデ 内面ハケ 淡褐色 花南岩片含む

10 3G 底 都 底径 6,6 磨滅 暗褐色 閃緑岩片含む

11 3G 底 部 底径 5.6 外面叩き 内面ナデ 暗褐色 長石石英細粒含む

12 3G 底 部 底径 5.2 外面不明 内面ヘラナデ 淡褐色 長石の細粒含む

13 3G 高 不 杯 部 口径 27.0 内外面ヘラ磨き 橙褐色 花闇岩チャート粒含む

14 3G 高 不 脚柱部 柱径 4.6 外面ヘラ磨き内面ナデ 橙褐色 チャート粒含む

恩智遺跡出土土器観察表

5



1.調査地
2.調査期間
3.調査方法

4.基本層序

3日 小阪合追跡 (95-104)の 調査

人尾市青山町 1丁 目 35-4.-5。 -6.-7の各一部及び 40-3番地

平成 7年 6月 6日 、 6月 22日 ～ 7月 12日 (実働 10日 )

本調査に先立ち行つた試掘調査は事業計画地の北東部分と南西部分に 2.5× 2.5

mの試掘孔を 2ヵ 所設けた。その結果南西部分において遺物・遺構が顕著に確認で

きたことから、この試掘孔を中心として L宇形の調査 トレンチを設定しこれを 3区

に分け、それぞれをA,B,Cと した。掘削は地表下 1.lm前後を重機、以下の 0.5
mを人力によって行つた。なお調査開始後、大雨による調査 トレンチの崩壊を防ぐ

ため遺構がほとんどみられないA区のみ埋め戻しを行つた。

調査地で検出した上層で特に遺構が集中して検出されたBoC区 で摘出した次の
9層 を基本層序とした。

第 1層 盛土 層厚 60～ 75 cm

第 2層  旧耕作土 層厚 25 cm 建物建築以前の畑の畝
第 3層 淡茶灰色粗砂混粘砂 (層厚約 15 cm) 近世の遺物を含む
第 4層 暗茶褐色小礫混粘砂 (層厚約 15～ 19 cm) 中近世遺構面
第 5層 淡黄灰色砂質土 (層厚約 16～22 cm)鎌倉時代 I遺構面
第 6層 暗淡黄灰色微砂質土 (層厚約 17～20 cm)鎌倉時代Ⅱ遺構面
第 7層 暗黄褐色微砂混粘砂 (層厚約 15～ 20 cm) 古墳時代 I遺構面
第 8層 淡灰黄色粗砂質土 (層厚約 16～ 25 cm) 古墳時代Ⅱ遺構面
第 9層 淡黄灰色シル ト混微砂 (層厚 25 cm以上)弥 生時代末期遺構面
地表下 2m以下は褐色粘砂・暗青灰色粘土・暗灰色微砂を確認 した。

第 ■ 図 調査地周辺図 (1/5000)
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A区 B区

1次調査
第 2調査区

c区

5。 検出遺構と

遺物について

第 12図 調査区設定図 (1/200)
今回は4層上面が中近世遺構面、 5層上面と6層上面で鎌倉時代遺構面を、 7層

上面と8層上面で古墳時代中期遺構面を、 9層上面で弥生時代末期遺構面を検出し

た。このため鎌倉時代上層遺構を I面、下層遺構をⅡ面とし、古墳時代中期遺構面

においても同様に I面、Ⅱ面とした。

《弥生時代末期遺構面》

地表下 1.7～ 1.8m(TP+6.4～ 6.5m)の 9層上面で、溝 1条 (SD 13)・ ピッ

ト (SP80～86)を検出した。各遺構については表 1にまとめた。

ト

I SP-901灰掲色搬砂混楷砂 ? (80 X Q8)× 6 1  - i

第 1表 弥生時代末期遺構面検出遺構一覧 *(溝 。土抗は検出長×最大幅×最深部)

第 13図  弥生時代末期遺構面平面図 (1/60)
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この弥生時代末期遺構面では特に遺物が多く出上した溝 (S D 13)について詳細を

述べていく。

[SD13]

調査区のBoC地 区で検出した。北北東から南南西にのびるもので、検出長 4.1
m、 幅 1.5m、 深さは北側が深く 0.25m、 南側は浅くなってお り0,16mを測る。

埋土は灰茶色粘質土、褐灰色微砂混粘砂、褐灰色炭混粘砂、褐灰色シル ト混粘砂の

4層である。遺物は河内の上器編年で西ノ辻 I地点～上六万寺式に併行するものと

みられる土器が出上しているが、完形品あるいはそれに近いものが多いことが特徴

的である。これは土器が溝に投機されたのは近辺であることを示 している。また養、

広日壺のみで高杯は 1点も含まれておらず、鉢に復元できるものもみられない。

図示できたのは 18点 (第 22図 1～ 18)である。土器の詳細については遺物観察

表を参照してもらい、ここでは概観のみ記しておこう。甕 (1～ 14)は (1)。 (2)・

(14)を除いてすべて外面にタタキを施している。内面はハケを使用しているものが

大半を占める。器高が 20 cm前後の小型品ばかりである。体部最大径は中位以上にあ

り、球形化は進んでいない。 (4)のみが僅かに球形化への指向を伺 うことができる。

日縁部では (5)。 (6)が端部に内傾する面をもつている。また頸部付近のタタキが目

立つことから日縁叩き出し技法を採用しているとみられるものある。底部は突出し

た平底は (1・ 2)のみで大方は底部と体部の明瞭な区別のつかない平底である。タタ

キも底部にまでおよぶものも多い。

広日壺 (15～ 18)は外面にヘラミガキを施し、内面はハケ 。イタナデを用いてい

る。 (17)は無花果形を呈しているが、 (18)は球形の体部をもつ。

°             075m

I.灰茶色粘質土
I.褐灰色微砂混粘砂
Ⅱ.褐灰色浅混粘砂
Ⅳ.褐灰色シル ト混粘砂

第 14図  SD13平 面及び断面図 (1/30)
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《古墳時代中期Ⅱ遺構面》

地表下 1.55m(TP+6.85m)

K3)・ ピット (S P 80～ 86)

の 8層上面で、溝 3条 (SD 10～ 12)・ 土坑

を検出した。

(S

「
通 構 番号 1 埋   土  1形 悪 1長廷 X短径×深き i

研801評剪齢 彫
135X86×

8 土節華片・須意器片

SP-81イ 灰色ンルト混結砂 日形  134X34X19

物 1遺 構番号 I 埋   土 1形 態 1長径×短径X浜さ ! と 土  遺

V―詑
|

円形  143X40X22

SP―鶴 1嗜囃 麟

尭
駅-3暗 責茶色掛砂 不定形 剤 X90X御 )1須恵器多数

W~望
霜溌ヨ協密土 1長

岡形 36X27X23卸 十
ト

|

W~弱
1霧溌豊擦3奏土

円形  i31X28× 21 上師器片 。須思器持

W-861D礎贈質土 構円形 135X25Xll

第 2表 古墳時代中期Ⅱ遺構面検出遺構一覧 *(溝 。土抗は検出長×最大幅×最深部)

[SK3]
C区で検出した。東西に長い不定形の土坑である。 SD 10を切 り、 SD■ に切
られる関係にあることから、あるいは 1本の溝の可能性がある。検出長 2,7m、 最

大幅 0.9m、 深さ約 0.2mで、埋土は暗黄灰色粘砂である。なお上層より断ち割 り

トレンチを掘削したため、遺構中央部は不明。

遺物は須恵器を主として出上してお り、土師器も数点含まれる。図示できた 7点

(第 22図 19～ 25)について概観 していく。 (19)は土師器小型壺は頸部が鋭く屈曲

したのち外反する日縁をもつものである。杯蓋 (20～ 22)はやや平らで、日縁はほぼ

垂直に下り、端部に内傾する面をもつ。 (21)は稜も鋭 く下方に明瞭な沈線がめぐる。

杯身 (25)は受部が水平にのび端部は丸い。立ち上りは内傾 しながらのび、端部は内

傾する凹面を成す。有蓋高杯 (24.25)は 脚部に円孔を4方に穿ち、裾部に断面三角の

凸帯を巡らす (24)と 台形の透かしを 3方に配する低脚の (25)が ある。 (24)は受部は

断面三角形を呈し、日縁は内傾 して真つ直ぐにのびる。

これらの上器のうち、特に杯蓋をみると鋭い稜をもち、日縁端部に内傾する凹面

をもつなどの特徴から概ね陶邑編年のTK 23型式の範疇におさまるものとみられ、

この土坑は 5世紀後半に位置づけることができる。

削
・
01膠 鱒 ~側 ×船 81雛 ・籍

第 16図 古墳時代中期Ⅱ遺構面平面図 (1/60)
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《古墳時代中期 I遺構面》

地表下 1.3～ 1.4m(TP+6.9～ 7m)の 7層上面で、溝 3条 (SD7～ 9)。 ピ

ット1基 (S P 79)を 検出した。

1送 構 香 号 l 理   土  1形 懸 1長径 X短径×深き

ビ I sP―ぉ 1暗医緻色曽砂 十円形  130K25× 7

|(I SP-791転 灰色観 土

出 土 遺 物 1遺 練 番 号 ! 埋   土  1形 悪 I SttX短径 X深き ! 出  主  遺  物  !

1前

-71攣 映 額
|~IД
5X86X171

「
第 3表 古墳時代中期 I検出遺構一覧 *(溝・土抗は検出長×最大幅×最深都)

第 17図 古墳時代中期 I遺構面平面図 (1/60)
[SD9]

C地区で検出した。北東から南にのびるもので、検出長約 2.7m、 幅約 2.2m、

最も深い位置で 0.17mを測る。埋土は暗茶褐色粘質上である。

(26)長胴の上師器甕は、外面は体部から日縁都まで縦方向のハケを、内面は横方

向ハケを口縁端部まで施している。須恵器杯蓋 (27,28)はいずれも稜が突出しており、

端部は鋭い。 (27)の 日縁端部は外反し、凹面を成している。 (28)は 日縁部が 2.5 cm

と長く、端都は内傾する面を作つている。無蓋高杯 (28)は体部の深いもので、凸帯

を 3条巡らせ、間に波状文を施している。日縁端部は薄く、鋭い。 (45)は器台の脚

部で三角形の透かしが上下で交互に配されている。

なお包含層出土遺物である(第 24図 54～61)は一部このSD9の遺物の可能性が

あるが、詳細は後にゆずる。しかし、これらの上器を交えてSD9の時期を考えて

みると陶邑編年のT K 47を下ることはないみられ、6世紀の初頭に位置づけること

ができよう。

[SD7]
A～ B地区で検出した。東西方向にのびるもので、検出長 2.25m、 幅 0.85m、

深 さ 0.18mを測る。埋土は灰褐色砂混粘質上である。

遺物は多くの須恵器、土師器が出上しているが、ここでは 16点 (第 23図 30～ 44・ 46～

48)を図示している。土師器甕 (30～32)は体部外面は縦方向のハケ、内面は横方向の



Q添
6

啜 導

°

i

I 灰褐色砂混粘質土

|

第 18図  SD7平 面図および断面図 (1/20)
ハケを施す。底部は丸みをもつ。日縁端都は外上方にのび丸くおさめるもの (30)、 上

外方にのびた後外反 し、僅かにつまみ上げるもの (31)、 平面をつくるもの (32)が ある。

釜 (33,34)は河内A型に分類されるもので、長胴の砲弾形の体部と「く」の字に外反す

る口縁をもつ。外面はナデ、内面は日縁部にハケがみられる。壺 (35～37)は 「く」の

字状に短く屈曲する日縁をもつ。外面にハケを施す。高杯は (38)は 中空の脚柱部で、

体部は浅い坑形で内面に暗文を施す。

須恵器杯蓋(39)の 日縁は垂直にくだり、端部は内傾する段を成す。稜は鈍い。 (40)

は凹状のつまみを持つ杯蓋。杯身 (41)は丸い体部で、立ち上りは短く端都は内傾する

面を成す。盛 (42)は体部に刺突文を施 し、文様帯状に円孔を穿つ。口頸部は広く波状

文を巡らしている。 (43)は壺底都 。(44)は甕体部である。

これらを須恵器の編年で概ねT K 47に比定でき、SD7も 6世紀初頭に位置づける
ことができる。

ES P 78]

C地区で検出した SD9を 切つている円形のピットである。ここからは土師器の小
型壺 (46)と 杯蓋 (47)が出上している。小型壺は体部が球形で体部外面に太めのハケ、

内面にやや細いハケを行 う。杯蓋は丸みをもつ体部で、短い口縁が垂下し、端部は内

傾する面を成している。

《鎌倉時代Ⅱ遺構面》

地表下 1.2m(TP+7。 15m)の 6層上面で、溝 3条 (SD3～ 6)・ ピット42基

(S P 36～ 77)を検出した。また、C地区南壁では素堀 りの井戸状遺構が確認できた。

この面では多くのピットを検出しており、S P 77・ 66・ 62・ 56あるいは S P 77・ 66・

62・ 55。 50、 S P 60・ 66・ 73・ 77等の組み合わせで建物棟を想定することができる。

しかし、確実な建物棟の構成を把握することはできなかった。

12
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第 19図 鎌倉時代 I遺構面平面図 (1/60)
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第 20図 鎌倉時代Ⅱ遺構面平面図 (1/60)
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ピットのなかで、 S P 71は埋土中に製作途中の玉が出土している (第 23図 48)。

S P 44からは鉄滓が出上していることが注目される。第 5層掘削中にも鉄滓が見つ

かつており、鉄製作を行つていたことが推定される。また、南壁断面で確認できた

素堀 りの井戸状遺構からは瓦器皿 (49)が出土していることから、概ね 13世紀前半に

比定できると考えられる。

逮 構 番 号 ! 窪   土 1形 態 長径X短径 X漂さ 出 土  遺  物  1遺 構 を 号 1 埋   土

(躙)X(6)X12

1酔
-371暗灰色措砂 42X26× 181土節器片。須恵器汁
SP-38i暗黄灰包膨 日形  i32X28X15 射 ・須恵器片 34× 20X15:土 節器片
SP-391灰穏e静

砕~ω
l雹誕鍵霧ぁ
暗灰細 形

1颯
X30X関 ¢砂X(14)× 7

SP-411嗜黄灰色枯砂 39× 27X22

25X16X251弥 生
=翔
キ

SP-431灰黒色緒ひ  i岳形  120× 20× 9
28× 25X221土 貯

SP―笙 1暗灰包粘ひ  | ? 131)× (11)X24

I SP-61暗 黄褐色粘砂  i精円形 122X18XlS

i SP-461厭 鷲隆渚砂 円形  136X32× 31

第 4表 鎌倉時代Ⅱ遺構面検出遺構一覧 *(溝・土抗は検出長 X最大幅×最深部 )

《鎌倉時代 I遺構面》

C・ B地区を中心に地表下 1.05m(TP+7.35m)の 5層上面でピット23基 (S
P13～ 35)、 土坑 1基 (SK2)、 溝 2条 (SDl・ 2)を検出した。ピット数の

割 りに調査区が小さいため明確な建物棟を検出できなかったが S P 18・ 19・ 23・ 27・

30や S P 27・ 28・ 30・ 34あるいは S P 25。 28・ 32・ 34な ど建物を構成する可能性

はいくつか考えられる。とくにピットの埋土に炭を含む S P 14・ 18・ 27・ 28・ 30が

あり、焼失家屋の存在が推定される。また、 SK2の 下層には炭化物が多くかたま
つていることからその可能性は高い。
1遺 学 番 号 I 埋   土 1彰 悪 1長径 X短径挙深き | IL i_遺  物  1遺 構 番号 i 運   土  1形 態 1長径 X短径 X深き 1 出 土  遺  物  |
SP-131灰包幣砂 ? 164)× K33)X r20)1土 節器片・須恵器片 須恵器片・ュ覇勘キ

[    ピ
|ッ
I SP~171灰色砂混結砂  | ? 129X(28)X8 !上 爺魂商台部 ,瓦議

ピ
ー301灰色炭混桔質土 1構円形 166X14× 221須恵潮キ・■節翻キ

瓦器片・上節器片

i  SP :11呻   1円形  126× 25X6 1瓦 器・土節器・須飼

いP―盟 1灰色枯砂   1円 形 !23× K20)X6 1i舗 翻キ
I SP―お 1暗灰色炭混緒砂 十長用形 154× 26X131羽 釜口緑・瓦器 ,土節器 |

I SP-23!灰茶包鵜砂  1円形  140X40X14+土 師番片

SP-24暗灰黄色粘砂 1円形 120X17× 8 1土師器片
SP-231塔灰黄色粘砂  十円形 124× 24× 111土節器片・須露 庁

第 5表 鎌倉時代 I遺構面検出遺構一覧

14

形 態 1長径 X短径 X深さ 出 上 遺 物

(20)X(18)X13!上師器片

130X23X14+土節器片・須潔翻十

W~al解 勤Ⅲ酷

伊~磁
1癬
庭那混

螂
粋
〕
'卜

混 長円形 124X17X18

47X3SX231羽 勢キ・土節翻キ

16X14X12

円形  128X25X19解-471驀
霰卑
～晴灰色

1円
形
 136×
34X291土 節器片・須騨削キ

X25× 22

123X20×

20X16XS

137X30Xll

*(溝・土抗は検出長×最大幅×最深部)



[S P 33]

B地区北端で検出した。半分が側溝に切 られてお り、全容は不明である。埋土中

よ り、土師器皿 (50)が 出土 している。 日径 12.7 cm,深 さ2.4 cmで ある。

ES K2]

C地区南西部で検出した。円形を呈すると考えられるが、プランの半分が調査区

外にのびるため全容は不明である。検出長径 1.74m、 短径 1.46m、 最も深い位置

で 0.24mを測る。埋土は上層に灰黄色粘砂、下層に暗灰色粗砂質土で炭化物が充満

していた。埋土を取り除くとピット4基が確認できた。この SK2か らは土師器小

皿 (51)が 出土している。口径 9.2 cm、 深 さ 1.3 cmで ある。

《中近世遺構面》

C地区のみに集中して地表下 0。 9m(TP+7.5m)の 4層上面でピット12基、土

坑 1基を検出した。包含層および遺構出土遺物は多時期にわたつており、近世陶磁

器も含むことから中近世の遺構 と考えられる。S P llか らは瓦器婉 (51)が 、SKl

からは瓦器小皿 (52)が出上している。 A地区は土壌がグライ化 しており、耕作地で

あったと思われる。

形 態 1長径X短径 X深さ 1 出 土  建  物

SP-71褐黄灰色帖砂 34× 29× 111室磁片・土師正片・瓦器

SP-21茶黄灰色緒砂  | ? (35)× (18)X7 1羽 釜口緑・土師器片

SP-81暗茶灰色粘砂 |(30)X(20)× (12)色 磁片・瓦器片・土師器 |

SP-4i灰雰誕堺宙抄 同形  134X&0× 6 1土節皿片・瓦器高台

W― HI茶責茶色倍砂 | ? |(46)× (22)X131瓦器片・土師潮キ

SP-61暗灰包粘砂 貢受働キ ,二ど師翻キ

尭
試-11暗茶灰包枯砂 不定形

IQり
×囲 X81王

誘聯  |

第 6表 中近世遺構面検出遺構一覧表 *(溝・土抗は検出長×最大幅×最深部)

第 21図  中近世遺構面平面図 (1/60)

15

形 態 1長径 X短径×深さ 出 土  遺  物  1遺 構 番 号 1埋

? (36)X(12)X10

SP-51暗灰色砂混結砂 1円形  122× 22X12!上 誦m片

30X26X1333× 54X17i土 銅藩片多数・視石

SP-9 灰黄茶色結砂 1口形 140× 33X15 土師器片・兵離 片

SP-101灰茶包佑砂  1精周形 148× 25X101瓦 器片・土節諭キ

06



6.ま とめ

{包含層出土遺物 }

(54～61)は 6層出上の上器ではあるが、溝であるSD9の 出土遺物の可能性が
ある。上師器甕 (54)は体部外面に縦ハケを施す。須恵器杯蓋 (55・ 56)はいずれも

稜は鋭く、(56)は天丼部がやや平らで口縁部は 2.5 cm前後ある。杯身 (57)は受部は

外上方にのび端部は丸い。立ち上がりは約 2 cmと 長い。有蓋高杯の杯部 (58)は長方

形透かしをもつ。 (59)は甕日縁で下方にやや肥厚 し、断面三角の突帯を巡らし、波

状文を施している。 (60)は筒形器台の台部で 1条の凸帯の上に波状文を 1条巡らし、

断面三角の 2条の突帯の上にも波状文を施す、日縁端部は下方に肥厚 し、外傾する

平面を成す。筒形器台の脚部 (61)は外下方に緩やかに下り、端都は内外に肥厚 し、

端面は水平な面を成 している。 4ヵ 所に等間隔に各 2条の突線を巡 らし、その間に

波状文を配 し、千鳥状に 3段の方形透かしが穿たれる。

(62～64)は西壁側溝の南端で出上しており、S D 10か らの出土遺物の可能性を

もつている。上師器甕 (62)は長胴の体部をもち、くの字状に屈曲する頚部から口縁

はやや鋭い端部を作っている。杯蓋 (63・ 64)は端部が外反 し、 (63)は水平な凹面

を成している。

(65・ 66)は西壁側溝の北側から出上した。 (66)の上師器甕はやや球形の体部を

もち、くの字に屈曲し端部は内傾する平面を成 している。

(67～ 70)は C地区側溝から出上した。羽釜 (69)は 「く」の宇状に鋭く屈曲する

日縁をもち、森島氏によつてA型式として分類されているもので、12世紀中葉に位

置づけられている。

(71～ 77)は鎌倉時代 IoⅡ 遺構面の包含層から出上したもので、土師皿 (71,74)、

杯 (72)、 須恵器短頸壺 (73)、 瓦器婉 (75)、 石錘 (76)や石製品 (77)が出上している。

(78～85)は第 1次の遺構確認調査の際に第 2グ リットより出上したものである。

(78～81)の 上師器小型壺、甕、弥生甕底都、有孔土錘は地表下 1.3mの溝状遺構

から、 (82)の須恵器甕はピットから見つかつている。 (83～85)は包含層より出土

している。

小阪合遺跡は、東は旧大和川の主流である玉串川の自然堤防となっており、南は

中田遺跡、北西は東郷遺跡、西は成法寺遺跡、南西は矢作遺跡に接 している。これ らの遺跡は行政区画

によつて分けられており、とくに今回のように東郷遺跡 と成法寺遺跡の接点付近に位置 している調査地

は小阪合遺跡 としてより、近辺の検出遺構との関係によつて集落の拡がりを検討すべきである。それ故

に、ここでは本調査地と同時期の遺構が検出している調査を概略的に挙げていくことでまとめにかえた

いと思 う。

周辺で最も時期的に逆上るものは弥生時代中期 (Ⅱ様式)の井戸、溝、落ち込み、ピットで、北東約

180mの 地点で検出されており(A)、 土器の他に獣骨、貝殻、植物遺体とともに多量のサヌカイ ト剥片が

出土している。これに続くものに成法寺遺跡で検出された中期 (Ⅳ様式)の方形周溝墓 (B)がある。これ

らの時期の遺構は今回は掘削深度の関係 (TP+6.4～ 5m)も あり、見つかつていない。後期になると
検出例は増加する。とくに顕著な例として、西約 ■Omで行われた成法寺遺跡内で行われた調査 (C)が あ

る。溝、土坑、ピットが検出されているが、なかでも SD505は検出長 4m,溝幅 lm、 深 さ 0,7mで北鳥池

下層式から上田町 1・ 2式とみられる完形遺物が 80～ 90固体出土している。遺物は甕を中心に壺、高杯、

手焙 り形土器が見つかつているが、溝の性格は判明していない。遺構面は標高 7mで、当調査地との比

16
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第 25図 出土遺物実測図 (1/4)

高差は 0.5mあ り、灰黄褐色系粘土をベースとする等から、SD13と はやや時期差がある。しかし、弥生

末期とい う範疇で考えると連続 した遺構面として捉えることができよう。庄内～布留式期になると検出

例は爆発的に増加するが、本調査地では検出できなかった。これは上述の成法寺例 (C)と も一致する。し

かし、この西側で行われた調査 (B)では竪穴住居址 8棟が見つかつており、弥生後期の居住域西端が限定

できる。この時期の特徴的な遺物として河)||か ら出上した横櫛 (D)がある。表面に黒漆が施され、最古の

横櫛のひとつである。

古墳時代中期では当遺跡から中国遺跡にかけて、さらに東郷遺跡の東南側、成法寺遺跡の東側で検出

例が多い。調査地近辺では成法寺例 (C)で今回の調査と同時期である TK23に比定される竪穴住居址が検

出され、土坑内より装飾付器台片が出土している。小阪合遺跡内では (G)で TK47に比定される土坑が見

つかつており、中田遺跡に近い地点 (E)で住居址の可能性をもつ土坑が検出されており、また (F)〔第図

外〕溝内より上師器、韓式上器が出上している。墓域は東端 (F)で埴輪円筒棺が出上している。

平安から鎌倉時代にかけては遺跡内のほぼ全域で遺構・遺物が見つかつており、住居に伴 うピットや

井戸、溝は相当数検出されている。ここでは調査地の東南約 60mで行われた区画整理に伴 う調査 (E)と

その横で行われた調査 (G)をあげておこう。いずれも井戸、土坑、ピットなど住居に関係する遺構が見つ

かつてお り、当調査地との関連が考えられる。

以上、概略的に調査地周辺の状況をみてきた。特に弥生後期末と古墳時代中期においては成法寺例 (C)

でも同時期の遺構が検出されており、その関連性は注目されるところである。ともに弥生後期末の溝で

は投機 された遺物がみつかつており、古墳時代中期では器台という祭祀に伴 うとみられる遺物が出土し

ている点は同一遺構面の可能性が考えられよう。また鎌倉時代で本調査では 77基のピットや土坑、井戸

が見つかつているが、完形の遺物が少なく、時期的にはやや不明瞭ではあるが、井戸の遺物より 13世紀

前半と考えられ、小阪合遺跡における当時期の集落の拡がりを示すものである。 (消 )

番 号 調査主体 文 献 発 行

(A) 人尾市文化財調査研究会 (18次 ) 八尾市 すイ財 謂 杏 郡 寮 今 年 報 平 成 〒 年 庁 1990

(B) 大阪府教育委員会 成法寺遺跡発掘調査概要・Ⅳ 1989

(C) 大阪府教育姦 昌会 成法寺遺跡発掘調査概要・ V 1990

(D) 人尾市文化財調査研究会 (20次 ) 人尾市埋蔵文化財発据調査報告Ⅲ 1993

(E) 人尾市文化 財調査研究会 /」 阪ヽ茫卦丈垂島本 (8秒(・ 10。 13秒(・ 16立久) 1990

(F) 人尾市文化財調査研究会 小阪合遺跡 (昭和 59年度  4次 〉 1989

(G) 人尾市文化財調査研究会 (26次 ) 平成 5年度 (財 )人尾市文化財調査研究会事業報告 ０
０
∩
フ
∩
ジ

20



(1)表察観物連逗土出

遺物番号 器種

部位

(cm)口 径

法量器高

形 態・調 整 等 の 特 徴 色  調 治 土 能成 出土層・遺構 備  考

l

弥生上器

甕

体～底都 残 16.0

平底をもち、体部最大径は中位以上。外面

はタタキ、内面はイタナデ

暗茶褐色 黒雲母、角陳

石、石英、他

良 SD-13 粘土紐痕跡

明瞭

2

弥生土器

甕

完形

12. 0

15,0

突出しているドーナツ状平底をもつ。体部

は歪む。口縁ナデ、体部調整は不明。

暗橙褐色 昆石、黒雲目

府ャト、角閃る

良

3

弥生土器

甕
　
　
薪

14. 6

19. 3

僅かに突出する平底をもつ。外面のタタキ

は体部から底部におよぶ。内面は体部ハケ

ロ縁内外面はナデ。

暗茶褐色 黒雲母、角隊

石、石英、長

石

良 〃

4

弥生土器

甕

完形

15.0

16.3

やや突出する平底をもち、体部最大径は中

位以上。体部外面はタタキの後ハケ。内面

底部はイタナデ、体部はナデ。

淡茶褐色 チャト、石英、

金雲母、

良

5

弥生土器

甕

完形

14. 0

17. 7

やや突出する平底をもち、体部最大径は中

位以上。口縁端部に面をもつ。外面のタタ

キは頸部にまでおよぶ。内面ハケ。

暗茶褐色 長石、石英、

金雲母

良

6

弥生土器

甕

完形

10. 6

17.6

平底の底部で、体部最大径が中位以上。外

面底部から体部にかけてタタキ、肩部はイ

タナデ。体部内面はハケ。口縁はナデ。

乳灰色 金雲母、長石

石英、角閃石

良 底部に木の

案痕跡

7

弥生土器

甕

完形

14. 7

16.9

ドーナツ状の平底から斜め上方にのびる

体部をもち、体部最大径は中位以上。外面

体部～頸部はタタキ、内面はナデ。

淡茶褐色 長石、金雲母

石英

良 〃

8

弥生土器

甕

口～体部

17.2

残 12.5

体部外面はタタキ。内面はハケ後ナデで、

一部に指頭痕が残る。

暗褐色 金雲母、石英

角閃石、長石

良 〃

9

弥生土器

甕

口～頸部

12.6

残  4. 1

外面口縁ナデ、体部タタキ。内面イタナデ 明茶褐色 角閃石、石英

金雲母

良 〃

10

弥生土器

甕

口～頸都

13.6

残  4,0

体部外面ナデ。口縁部内外面と体部外面は

ナデ。

暗茶褐色 長石、石英、

金雲母

良

ll

弥生土器

甕

口～頸都

15.0

残 6.0

口縁部叩き出し成形。体部外面タタキ、内

面はナデ。口縁部は内外面ナデ。

暗橙褐色 角閃石、チャー

ト金雲母

良

12

弥生土器

甕

体～底都 残 4.0

平底から斜め上方にのびる体部をもつ。外

面タタキ。内面ハケ。

暗茶褐色 金雲母、角蕨

石 、 長石

良

13

弥生土器

甕

体～底部 残  7.7

平底から外上方にのびる体部をもつ。外面

はハケ、内面は不明。

明茶褐色 長石、金雲日

石英、角閃石

良

14

弥生土器

甕

体～底都 残 4.3

上げ底の底部から、外上方にのびる。底部

と内面に指頭痕、外面はハケ。

明茶褐色 石英、長石、

金雲母

良

15

弥生土器

宝

頸～体都 残  6. 9

体部外面イタナデ、頸部ハケ。体部から頸

部にかけて内面に指頭痕が残る。

暗茶褐色 金雲母、長石

角閃石

良

16

弥生土器

霊

口縁都

13.6

努完  3. 7

口縁外面はナデ、一部にイタナデ。内面は

イタナデ。端部に段を有する。

明茶褐色 角閃石、チャ

ト金雲母

良

17

弥生土器

重

体～底都 残 14. 7

やや突出する平底にほぼ球形の体部をも

つ外面体部から底部はヘラミガキ。内面は

ハケ。

暗茶褐色 長石、角閃石

金雲母

良

18

弥生土器

壷

残 11 0

突出する平底からのびる球形の体部をも

つ外面ヘラミガキ、内面ナデ。

暗茶褐色 金雲母、チャー

ト石英

良

19

土師器

甕

口～体部

17.0

冴篤  8. 1

口縁内外面ナデ。体部外面不明、内面ナデ

で、下部に指頭痕。

淡橙褐色 精良 (石英、

金雲母)

良 SK-3

20

須恵器

杯 蓋 12.6

3.  8

口縁は下外方に下り、端部は内傾する面を

成す。稜はやや鈍い。

黒灰色 隋良 良 ″

21

須恵器

杯蓋 13 0

4 3

口縁はほぼ垂直に下つた後短く外反し、端

部は内傾する面を成す。稜は鈍く下方に沈

線が巡る。天丼はやや凹状である。

灰 色 隋良 良 〃

21



察 (2)表観物迫逗土出

遺物番号

図版番号

器種 (cm)口 径

法量 器高

形 態・調 整 等 の 特 徴 色  調 ム
ロ 土 院成 出土層 。遺構 備  考

22

須恵器

杯蓋

完形

12.3

3.  7

口縁はやや下外方に下り、端部は内傾する

平面を成す。稜は鈍く下方に沈線が巡る。

灰 色 情良 良 SK-3

23

須恵器

杯身

完形

10. 4

4. 9

立上がりは内傾 してのび端部は内傾する

平面を成す。体底部は丸みをもつ。

灰 色 倍良 良

須恵器

有蓋高杯

完形

1 1. 0

9。  2

立上がりはやや内傾してのび、端部は内傾

する面を成す。受部は水平に鋭くのびる。

脚部は下外方に下り、外端面は垂直な平面

を成す。円孔を4方に穿つ。

灰 色 隋良 良

25

須恵器

有蓋高杯

脚部 残  8. 3

基部は太く、下外方に下り、外端は内傾す

る凸状を形成する。三方に台形透かし。

灰 色 隋良 良 ″

26

土師器

甕

口～体部

19. 2

残 13. 9

体部から口縁にかけて外面は縦ハケ。内面

は横ハケ。

淡橙褐色 石英、長石 良 SD-9

27

須恵器

杯蓋

完形

12. 6

4. 3

口縁は垂直に下つた後外反し、端都は浅し

J面を成す。稜は鋭く天丼はやや丸い。

灰 色 惰良 良

28

須恵器

杯蓋

完形

12. 5

4. 8

口縁はほぼ垂直に下り、端部は内傾する匹

面をもつ。稜は鋭く、天丼は丸みをもつ。

灰 色 精良 良 〃

29

須恵器

杯
　
　
部

一島
　
　
杯

15. 5

残 5.7

内湾しながら外上方にのびた後、短く外反

し、口縁端部は丸い。2/3位に2条の凸薪

を施し、間に波状文を巡らす。

灰 色 精良 良 〃

30

土師器

甕

完形

20. 6

25。  7

外面は口縁部はナデ、体部はタテハケ。内

面は口縁部～体部はハケ

橙褐色 精良 良 SD-7 焼成痕跡

31

土師器

甕

口～頸部

16. 4

残 4.8

口縁内外面はナデ。体部外面はハケ、内面

はイタナデ。

橙褐色 精 良 良

32

土師器

甕

口～体部

17.0

院 6.9

口縁内外面はナデ。体部内外面はハケ。 淡茶褐色 精良 良

33

土師器

長胴甕

口～頸部

19.2

院 6.9

口縁外面はイタナデ、鍔ナデ。内面ハケ。 暗茶褐色 金雲母、長石

石英、角閃石

良

34

土師器

長胴甕

口～頸部

22.4

残  5。 9

口縁外面はイタナデ、鍔ナデ。内面ハケ。 暗橙褐色 角閃石、石英

長石、金雲母

良

35

土師器

甕

口～頸部

18. 0

院 4.3

口縁外面ナデ、体部ハケ。口縁内面イタナ

デ、体部は剥離のため不明。

暗橙褐色 精良 良

36

土師器

甕

口～体部

18. O

践 7.8

口縁内外面ナデ。体部外面ハケ、内面ナデ 淡橙褐色 精良 (石英) 良

87

土師器

甕 13. 2

残  7. 2

口縁内外面はナデ。体部外面はハケ。内面

は剥離のため不明。

橙褐色 精良 良

38

土師器

高杯

杯～脚部

16. 0

残 iO.3

外面はイタナデ、内面受部～口縁部はヘラ

ミガキで放射線状に暗文を施す。脚部内面

はシボリメで指頭痕を残す。

淡橙褐色 精良 (石英、

チャート)

良

39

須恵器

杯 蓋 10. 6

残  4. 7

口縁は垂直に下つた後短く外反し、端部は

内傾する浅い凹面を成す。稜は短い。

明灰色 精良 良

40

須恵器

杯蓋

残  1. 8

上面凹状の低いつまみがつく。 明灰色 精良 良

41

須恵器

杯 身 9.  5

残  4.9

立上がりは内傾してのび、端部は浅い凹百

を成す。受部は鋭く外上方にのびる。

明灰色 精 良 良

42

須恵器

魅

頸～体都 残   8, 7

体部は偏珠部を呈し、底部はやや尖り気味

で、頸部に波状文、体部に列点文を施す。

青灰色 精良 良

43

須恵器

霊

底部 残   5. 5

やや丸い底部から体部にいたる。外面は回

転ヘラケズリ、内面は回転ナデ。

明灰色 精 良 良

22



察 (3)表観物迫退土出

遺物番号

図版番号

器種

部位

(cm)口 径

法量器高

形 態・調 整 等 の 特 徴 色  調 胎 土 廃成 出土層・遺構 備  考

44

須恵器

甕

体部 残 23. 6

外面はタタキ、ハケ。内面は同心円文。 明灰色 隋良 良 SD-7

45

須恵器

器台

脚都

残 13 4

2条の突帯を巡らし、その間に 1条の波状

文を施す。三角形の透かしは上下で交互に

配する。

暗青灰色 隋良 良 SD-9

46

土師器

霊

口～体部

11.O

残 11.4
球形の体部から上方にのびる口縁をも

つ。口縁外面ナデ、内面ハケ。体部外面ハ

ケ、内面ハケおよびイタナデ

暗橙褐色 晴良 良 SP-77

47

須恵器

杯蓋 12.6

残  4.1

口縁は垂直に下つた後外反し、端部は内傾

する浅い凹面を成す。稜はやや鈍い。

灰 色 精良 良

48

石製品

玉未製品

滑石

縦  2.2

横 2.2
平たい石に 1穴を穿つ。 暗緑色 産地―和歌山県喜志

川、兵庫県養父町

SP-71

49

瓦器

皿

完形

10.0

2. 1

口縁部内外面ナデ。外面底部に指頭痕跡。

見込みは平行線状暗文。

暗灰色 精 良 良 南壁 井戸

50

土師器

皿

口～体部

13.0

2.  3

手づくね。1段ナデ。 淡茶褐色 精良 良 SP-33

51

土師器

皿

口～体部

9.  3

1.  2

手づくね。内面は布状品を使用したナデ痕

跡。

淡茶褐色 精 良 良 SK-2

52

瓦器

椀

口～体部

15.2

4. 5

外面上部に僅かにミガキ、下半部に指頭痕

跡。見込みは平行線状暗文。

黒灰色 情良 良 SP-11

53

瓦器

皿

口～体部

8. 6

1. 6

底部外面に指頭痕。1段ナデ。内面に平行

線状暗文。

黒灰色 隋良 良 SK-1

54

土師器

甕

口～体部

26.4

残 10.0

口縁外面ハケ、内面ナデ。体部外面縦ハケ

内面不明。

乳褐色 石英、長石、

金雲母

良 C地区

暗端黄灰色微砂質土

55

須恵器

蓋
　
　
形

笠Ｔ
　　
　
　
　
一万

12.O

5. 2

口縁は垂直に下つた後短く外反し、端部は

内傾する浅い凹面を成す。稜は鋭く、天丼

部は高く丸い。

灰 色 精良 良

56

須恵器

杯蓋 12.6

残  4.3

口縁はほぼ垂直に下り、端部は内傾する雲

を成す。稜は鋭い。

灰 色 精 良 良

57

須恵器

杯身 11.6

5, 3

立上がりはやや内傾してのび、端部は内傾

する面を成す。受部は丸く、外上方にのび

る。体底部はやや浅く、丸みをもつ。

灰 色 精良 良

須恵器

有蓋高杯

杯～脚部

11. 8

残 6.7

立上がりは内傾したのち直立し、端部は内

傾する凹面を成す。受部は鋭くほぼ水平に

のびる。底体部はやや浅く丸みをもつ。脚

基部は細い。

灰 色 隋良 良

59

須恵器

甕

口縁部 院  5.5

端部は上下に短く肥厚し、外端面は垂直な

面を成す。

灰 白色 隋良 良

60

須恵器

筒形器台

杯都

16.8

残  5. 4

1条の突帯から口縁は外上方にのび、端部

は下方に肥厚し、外端面は外傾す平面を成

す。口縁約 1/2に 2条の凸線を巡らす。

灰緑色 隋良 良

61

須恵器

筒形器台

脚部

底径 33.(

残 1 5. 9

上部から外下方に内湾しながら下る。端部

は内に肥厚し、平面を成す。2条の凸線を

4条巡らし、その間に波状文を施す◇透か

しは方形で、上下の段で千鳥状に配する。

灰 白色 精 良 良

62

土師器

甕

口～体部

20. 0

残 23.5

長胴の体部から頸部は「く」の宇状に属曲

する。口縁内外面ナデ。体部縦ハケ。

淡灰褐色 チャート、長石、

黒雲母、

C地区 西壁
南側

63

須恵器

杯 蓋

12 8

4. 4

口縁は内傾して下つた後外反し、端部は水

平な凹面を成す。稜は鈍く、天丼は高く丸

みをもつ。

灰 色 精 良 良

23



(4)察 表観物遺土出

遺物番号 器 種 (cm)口 径

法量 器高

形 態 。調 整 等 の 特 徴 色  調 ム
Ｈ 土 焼成 出土層・遺構 備  考

64

須恵器

杯 蓋 13.4

4. 0

口縁は下外方に下つた後短く外反し、端部

は浅い凹面を成す。稜は丸く下方に浅い沈

線を巡らす。天丼は平らに近い。

明灰色 精良 良 C地区 西壁
南側

65

須恵器

杯 蓋 12.0

残  3. 9

口縁はほぼ垂直に下り、端部は内傾する平

面を成す。稜は鋭い。

灰色 精良 良 C地区西側北

溝

66

土師器

甕

口～体都

22. 6

残 22.3

口縁内外面ナデ。体部縦ハケ。内面横ハケ

ロ縁端部は内傾する面をもつ。

明茶褐色 石英、金雲母

長石

良

67

土師器

甕

口～体部

12.2

残  4. 7

体部外面の調整は不明。口縁内面イタナ

デ、体都ナデ。

暗茶褐色 石英、角閃石

黒雲母、長石

良 C地区南側溝

68

須恵器

隧 8.  5 口縁は外上方にのびて外反し、端部は外標

する平面を成す。

灰白色 精良 良 暗茶褐色小礫

混粘砂

69

土師器

】]台畠 27 6

残  7. 0

水平にのびる短い鍔、「く」の字状に屈曲

する口縁をもつ。

淡茶褐色 石英、長石、

チャート

良 C地区西側溝

70

土師器

皿 8. 5

1.  5

手づくね。底部にヘラ起こし痕。1段ナデ 淡茶褐色 精 良 良 C地区側溝

71

土師器

皿 9, 4

1, 7

手づくね。 1段ナデ。 淡茶褐色 精 良 (金 雲

母)

良 淡黄灰色砂質土

72

土師器

杯 12. 6

4. 6

手づくね。内外面ナデ。 淡茶褐色 精良 良

73

須恵器

短頸壺

口～体部

5. 4

冴篤  3. 6

口縁部は短く垂直してのび、端部は丸い

肩部は下外方にへ張り出す。

灰 色 精良 良

74

土師器

皿 14. O

2 0

手づくね。本状品を使用した痕跡。2段ナ

フ
~。

淡茶褐色 隋良 良 C地区 明灰

茶色粘砂

75

瓦器

椀 15. 4

5.  3

外面に指頭痕が顕著に残る。見込みは平行

線状暗文。底部は高台部より突出する。

黒灰色 精良 良 淡黄灰色砂質土

76

石製品

石錘

玄武岩

縦 10. 6

横 7.7
長円形の石の端部に 1孔を穿つ。 灰白色 産地―山陰地方 暗茶褐色小礫

混粘砂

77

石製品

玉未製品

滑石

鷺進  2. 7

横 1 5
長円形気味の石に 1孔を穿つ。 暗緑色 産地―和歌山県喜志

川、兵庫県養父町

暗茶褐色小礫

混粘砂

78

土師器

甕

口～体部

13 3

残 10.0

算盤玉形の体部から口縁は上外方にの

び、端部は丸い。内面イタナデ、底部は指

頭痕

橙褐色 精 良 良 遺構

第 2調査区

遺稿確認調

査

79

土師器

甕

口～体部

13 6

残  8. 6

下膨れの体部から口縁は外湾して上外方に

のびる。体部外面はナデで一部イタナデ。

明茶褐色 惰良 良 遺構

第 2調査区

80

弥生土器

甕

底部

査径 4,7

践 2.3

上げ底の底部で、外面にイタナデが残る。 淡橙褐色 隋良 良 遺構

第 2調査区

81

上師器

有孔土錘 縦 4.7
横 1.3

ナデ成形。 1孔を穿つ。 淡茶褐色 隋良 良 遺構

第 2調査区

82

須恵器

甕

口～頸部

22 4

冴完  9. 6

体部から短く直立 した後外上方にひら

く。端部は外方に肥厚して断面長方形を呈

し、上端面は内傾する平面を成し、内方に

ゆるい稜を有す。

灰福色 精 良 良 ピット

第 2調査区

83

土師器

Bヨ台畠

口縁部

27. 5

残 4 0

「く」の字状に屈曲する口縁部 淡茶褐色 良 暗灰色粘質土

第2調査区

84

土師器

杯 14. 3

院  2 8

外面底部に指頭痕。口縁部ナデ。 淡茶褐色 精 良 (金 雲

fミr)

良 砦灰色粘質土

第2調査区

〃

85

土師器

皿 9. 2

残  1 5

手づくね。ナデ。 淡灰褐色 良 暗灰色粘質土

第 2調査区

24



1.調査地

2.調 査 日

3.調 査方法

4.調 査概要

4.小阪合遺跡 (95-458)の 調査

人尾市南小阪合 1丁 目 21

平成 7年 ■月 21日

施工予定地の東と西と中央に 2.5m四 方の調査区を設定し、地表下点 2.5～ 2,7

m前後まで重機 と人力を併用して掘削を行つた。

東側調査区では地表下 1.7m前後の茶灰色粘砂層上面で瓦器片、土師器片などを

含むピット等を検出した。また、調査区の狭小で平面において確認できず、断面確

認となってしまったが茶灰色粘砂層上面より切 り込む曲物井戸を検出した。この井

戸は径 0。 25m前後、深 さ 0.9前後を測り、埋土は暗灰色～灰色粘上層である。埋土

内より平安時代前後の上器片が出土した。さらに地表下 1.9m前後の褐灰色砂質土

層上面で、埴輪片のみを含み、褐色砂質土
。褐色斑灰色粘砂層を埋土とする遺構を

検出した。埴輪片は川西編年のⅣ期に位置付けられるものである。この遺構は調査

区の南西壁にかかる状況であつたため性格は不明であるが、確認 した範囲では埴輪

片のみを含むものであることから、古墳時代中期後半の遺構である可能性が高い。

西調査区では地表下 1.7mで東調査区の褐灰色砂質土層 と対応する可能性のある褐

灰色微砂質粘砂層を確認 した。付近の調査においても古墳時代の埴輪棺等が出上し

ており、今回検出した古墳時代の遺構面はこれと密な関係をもつものであろう。

(吉田)

l� !回嗣¬ 1琳 と ｀ "

第 26図 調査地周辺図 (1/5000)
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第 27図 調査区設定図

第 28図 調査区平面図 (1/40)
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第 29図 調査区土層断面図 (1/40)
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1.調査地

2.調査期間

3.調査方法

4.調査概要

5E佐堂遺跡 (93-534)の 調査

人尾市佐堂 1丁 目50-1～ 7

平成 7年 3月 1日

施工予定地の北と南に 2m四方の調査区を 2ヶ所設定し、地表下 2.8m前後ま

で重機 と入力を併用 して掘削を行つた。

北側調査区では地表下 0.75～ 1.2m前後で土師器片・瓦器片を含む灰褐色粘砂層

を確認 した。さらにその下の面で遺構状の切 り込みを確認 した。この下では地表下

2.8mま で確認 したが、地表下 2.lm以下で灰白色粗砂層を確認するに留まった。

南側調査区では地表下 0.6～ 1.Om前後で上師器片・瓦器片を含む灰褐色粘性砂質土

層を確認 した。さらにこの直下でピット状の遺構の切 り込む褐色斑灰色微砂質上を

検出した。これは北調査区の鎌倉時代の遺構面に対応するものと思われる。 さらに

その下の地表下 1,4mの褐灰色シル ト層上面にも遺構状の切 り込みがみられた。南

調査区では地表下 2.7m前後まで確認 したが、地表下 2.lm以下で灰青色微砂層を

確認するに留まった。本調査地では鎌倉時代頃の遺構面が複数面存在する可能性が

高い (吉 田)

第 30図  調査地周辺図 (1/5000)
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第 31図 調査区設定図
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第 32図 調査区土層断面図 (1/40)
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1.調査地

2.調査期間
3.調査方法

4.調査概要

5.出土遺物

6日 高安古墳群 (94-767)の 調査

山畑 134

平成 7年 4月 18日 ・ 5月 11日

当初切土を行 うガレージ建築部分に 2.5m× 2.5mの調査区を設定し、地表下 2

mま で重機 と人力を用いて掘削した。この結果中世以降の遺物包含層を確認した。

また包含層検出深度直上まで地盤改良を行 うため作業中に立会いを行い土層の観察

を行つた。なお最初の調査を第 1区とし、立会い部分を第 2区 として記述する。

調査地は高安山の傾斜地に開かれた住宅地であり、第 1区は谷側に、第 2区は山

手に位置している。

第 1区は道路に面しており、道路面より 1.5mの比高差があり、地表下約 0.4～

0.8mま では盛上がされていた。遺物の出土は地表下 1.5mの灰色粘砂から確認さ

れるが、1.8mの灰茶色砂混粘砂と灰茶色粘砂で顕著であった。 しかし、遺物は土

師器・瓦器・須恵器・埴輪などの中世以降の包含層で明確な時期は決められず、ま

た遺構面を検出することはできなかった。

第 2区では現地表下 0。 95mの淡茶灰色粘砂に土師器が含まれており、地表下 1.3

mの淡茶灰色礫混微砂質土上面で土師皿が完形で見つかつている。また淡灰茶色粘

砂を埋土とする深さ約 0,17mの土坑状の落ち込みが確認できたことから中世以降

の遺構面となる可能性がある。ただし谷側に近い部分では地表下 1.5m前後で第 1

区と同様に瓦器などの細片がみられた。

遺物は埴輸片や瓦器といつた古墳時代から中世にいたるものが出上しているが、

細片が多く図示できたものは第 1区灰茶色砂混粘砂出上の 1～ 9である。
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第 33図 調査地周辺図 (1/5000)



第 1次調査

1・ 2は土師器杯である。 1は 日径 19.6 cm・ 器

高 3.6 cmで、外面にヘラミガキ、内面に放射線状

のミガキを施す。 2は 日径 16 cm・ 器高 3.8 cm調整

は不明。 3・ 4は須恵器杯で、 3は日径 16 cm。 器

高 4 cm。 高台端部は内傾する浅い凹面を成す。 4

は底部から内湾気味にのびる体部をもつ杯で、底

部は回転ヘラ削 りを行つている。 5の甕日縁の端

部は内傾する平坦面をつくる。 6・ 7は小型土師

皿。 8は瓦器塊で高台部分は僅かに残存 している

ものである。

第 2次調査

1.盛土
2.淡灰褐色粘砂
3.淡灰色礫混粘砂
4.淡灰色砂質土
5,暗褐色砂質土
6.淡茶褐色砂質土
7.灰色粘砂
8.灰茶色砂混粘砂
9,灰茶色粘砂
10.淡灰黒色粘砂
11.灰色礫混微砂賢土

6.備考

第 35図 基本層序摸式図 (1/40)

今回は明確な遺構面は検出できなかったが 8世紀中葉の上師器杯の出土から付近

に同時代の人為的な施設があつたことが伺われる。また瓦器婉を含む包含層からみ

て 13世紀中頃以降に耕作あるいは居住に伴 うなう整地を行つたことが推測される。
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出土遺物実測図 (1/4)
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第 34図 調査区設定図 (1/600)
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1.調査地

2.調査期間
3.調査方法

4.調査概要

7E竹渕遺跡 (95-38)の 調査

人尾市竹渕 1丁 目223-1、 224-1、 225-1、 226-1

平成 7、年 4月 25～ 26日

施工予定地内に 2～ 3m四方の調査区を 5ヶ 所設定し、重機と人力を併用 して掘

削を行つた

西側に設定した第 1～第 3調査区では、地表下 2.8～ 3.3mま で確認 したが旧平

野川の氾濫によるものと思われる黄灰色～灰色の砂層を確認 したのみで、遺構面は

確認できなかった。東側の第 4・ 第 5調査区では土層の様相は全く異なり、河川に

よる堆積 とみられる砂層は確認できなかった。第 4調査区では地表下 3.2～ 3.6mの

白色斑黒灰色粘土層で古墳時代前期の上器を多数確認 した。さらにその西側の第 5

調査区においても地表下 3.5～ 3.8mで同層を確認 した。この層の下には第 4調査区

では灰緑色シル ト層が、第 5調査区では灰緑色粘上が堆積し、これが古墳時代の遺

構面となる可能性があるが、この面は東側の第 4調査区の方が高い。このことから、

古墳などたかまりをもつ遺構の存在する可能性がある。当調査地の南に隣接する調

査地においても古墳時代前期の上器を密に含む層が確認 されており、本調査成果と

密な関係をもつものであろう。また、今回の調査においては、旧平野川の氾濫の南

限の 1点を確認することができ、この意味でも意義深い。

(吉田)

――十―ミ

第 37図 調査地周辺図 (1/5000)
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1.調査地
2.調査期間
3.調査方法

4.調査概要

5.調査結果

8日 竹渕遺跡 (95-179)の 調査

竹渕 4丁 目33-1の 一部
平成 7年 8月 18日

遺構、遺物の有無を確認する目的で、事業計画地内の東西に、 3× 3mの調査区

を 2箇所設定し、機械による掘削ののち、手作業により断面精査及び包含層の掘削

を実施し、写真撮影・実測等を行うことにした。

西側の第 1調査区では、耕土以下地表下 2.7mまでに砂質土からシル ト、砂、粘

上が堆積しており地表下2.7m以下約30cmの厚みで堆積する黒灰色砂質粘土から、

古墳時代中期～後期の須恵器片、土師器片、製塩土器、韓式系土器 (甑底部片か)

等を含む包含層を検出した。

東側の第 2調査区でも、西側とほぼ同様の堆積状況を示していたが、地表下 2.5

mで、包含層 (黒灰色砂質粘土)を検出し、須恵器片、土師器片、製塩土器等古墳

時代の遺物の包含状況を確認した。包含層の厚みは 40cmであろうと思われ、包含層

を抜いた地表下 3m以下には、灰色細砂層を検出している。

敷地東西で確認した包含層は5世紀～ 6世紀のもので、層位、深さも対応するこ

とから敷地全体にわたり何らかの遺構の存在する可能性が考えられる。また、付近

の調査でも4世紀代の古墳時代の遺構が存在するのを確認しており、当調査地で確

認した包含層もこれらに後続する遺構が存在するものと想定され、事業の実施にあ

たつては遺構の状況の確認が必要である。 (米田)

第 40図 調査地周辺図
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第 41図 調査区設定図 (1/400)
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第 42図 土層断面図 (1/40)
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1.調査地
2.調査期間
3。 調査方法

4.調査概要

9E東郷遺跡 (94-727)の 調査

人尾市光町 20、 22番地

平成 7年 3月 13日

施工予定地の中央に 2.5m四方の調査区を lヶ 所設定し、地表下 3.Omま で重

機と人力を併用して掘削を行った。

地表下 2.lm前後の灰褐色シル ト層上面で、溝の肩部かと思われる遺構を検出

した。この遺構の埋土は上層が茶褐色斑灰色粘砂層、下層が暗灰色炭混シル ト質粘

砂層である。埋土からは古墳時代前期の上師器片が出土した。この溝の肩部と思わ

れる遺構は北西から南東方向に続いている。これより下はシル ト層の堆積が続き、

地表下 2.8m以下で灰白色粗砂層の堆積がみられたが、遺構・遺物は確認できなか

つた。今回検出した古墳時代前期の遺構は、近隣の調査で確認されている古墳時代

前期の集落を構成する遺構群 と密な関係をもつものであり、重要である。

(吉田)
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1.調査地
2。 調査期間

3.調査方法

4.調査概要

10日 東郷遺跡 (95-509)の 調査

人尾市荘内町 1丁 目36-1・ 37

平成 7年 ■ 月 27日

施工予定地の北と南と中央に 2m四方の調査区を 3ヶ所設定し、地表下 2.6～ 3.0

m前後まで重機 と人力を併用して掘削を行つた。

北側調査区では地表下 3.Om前後まで確認 したが、シル ト・粘砂層の堆積を確認

したのみで、遺構 。遺物は認められなかった。中央調査区では地表下 1.55～ 1.8m

で紫褐色炭混粘砂層を確認 した。また、この層には庄内式上器小片が多く含まれて

いた。南調査区では地表下 1.44mの灰紫褐色粘砂層上面で溝状の遺構を確認 したが、

埋土内には遺物は含まれていなかった。中央調査区で検出した庄内式上器小片を含

む層は遺構の埋土である可能性があり、本調査地では南側を中心に地表下 1.5m前

後に庄内期の遺構面の存在する可能性が高い。下層においては北側調査区では地表

下 3.Om以下で、中央調査区では地表下 2.4m以下で、南側調査区では地表下 2.6

m以下で灰青色粗砂層を確認するに留まった。 (吉田)
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第 47図 調査地周辺図 (1/5000)



第 48図 調査区設定図 (1/800)
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第 49図 調査区設定図 (1/40)
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1.調査地

2.調査期間
3.調査方法

4.調査概要

11日 東郷廃寺 (94-730)の 調査

桜ヶ丘 2丁 目206,207

平成 7年 3月 23・ 24日

店舗建築に伴 う調査で約 2× 2mの調査区を 5ヵ 所設定した。なお事業計画地

の南隣に東郷廃寺跡として平成 3年度に調査を行つてお り、遺跡の範囲を確認す

るため一部地表下 1.5～2.5mま で掘削を実施 した。

第 1調査区一地表下 1.2mの暗茶灰色砂質土から遺物はみられるが、瓦器片等

も含まれており中世以降の遺物層である。 7～ 8世紀の包含層は地表下 1.4m前

後の褐灰色粘質土であり、土師器・須恵器に混 じつて綾杉叩きの平瓦が出土して

いる。そして下部層である淡黄灰色粘砂上面 (TP+6.64m)がベースとなってピ

ト4基 (SPl～ 4)と 上坑 2基 (SKl・ 2)と溝 (SDl)を 検出した。

以下、検出遺構を表 1にまとめた。 (SKlと SDlは 検出長 )

第 1表 第 1調査区

解 ミ翼 1氏i亜 価
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遺 構 埋 土 長径×短径×深さCm 出土遺物

SPl 暗灰黄色粘質土 32× 26× 8 土師器甕片

SP2 暗灰黄色粘質土 生0× 35× 5 丸瓦、土師器杯

SP3 暗淡灰色粘砂 生2× 22X9

SP4 暗淡灰色粘砂 48× 22X12

SKl 暗淡灰色粘砂 112× 86× 10 土師器杯底部 。日縁、丸瓦

SK2 淡灰黒色粘質土 77× 48× 15 土師器杯 日縁、甕、平瓦

SDl 暗灰色粘質土 115× 58× 9 土師器杯底部・ 口縁、平瓦
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tラ tか ャ

尋翻
第 50図 調査地周辺図 (1/5000)



第 2調査区―地表下 1.7mの褐灰色粘質上が 7～

8世紀の包含層であり、多くの瓦・土器片が出土

している。しかし、この下部層である地表下 1.85

mの暗黄灰茶色粘質土上面では遺構は検出されな

かったが、またこの層は古墳時代の包含層となっ

ており、多くの土師器片が出上している。そして

地表下 2.05mの淡茶灰色粘砂上面 (TP+6.12m)

で土坑 (SK3)を 検出した。土坑は淡灰茶色粘
質土を埋土とし,検出長 1.05m× 短径 0.67m×

深さ0.18mを測 り、布留甕が出土している。

第 51図 調査区設定図 (1/800)
第 3調査区―第 2区 と5区 との間に設定した調

査区である。地表下 1.5mで包含層を確認できる。下部の 12層では遺構は見られな

かつたが、地表下 1.75m前後の 13層上面で土坑 (SK4)を 検出した。深さ 11
cmの不定形の遺構で、埋上である暗灰色炭混粘質上に製塩土器、須恵器、土師器片

を含み、古墳時代中期の遺構面と推定される。

第 4調査区―事業計画地の北端に設定した調査区である。いずれの層でも遺構・

遺物が検出されなかったが、地表下 1.95mで第 1調査区で検出した遺構面を確認 し

た。遺物、遺構を見いだせなかったため、寺域から外れることも想定できる。

第 5調査区―最も東寄りであり、かつ現状の楠根川に近い位置に設定した調査区

である。地表下 1.65m前後まで盛上であり、特に lm以下の盛土層Ⅱは川のさらえ

土が入れられている。地表下 2m付近から土師器片が若干確認でき、地表下 2.2m

で溝状遺構が検出できた。溝は深さ9～ 15 cmで、茶灰色粘砂を埋土するが遺物は出

上していないため、時期は不明。

出土遺物    遺物はいずれも砕片が多く土器では次の 17点を挙げておく。 (1～ 9)は第 1調査
区、 (10～ 13)は第 2調査区、 (14～ 17)は第 3調査区から出上したものである。

(1)は SP2出 上の土師器杯で日径 14.2 cm、 器高 3.3 cm。 やや丸みを帯びた平底
をもち、ナデ調整を行 う。(2)は SP4出 上の上師器杯で、全体に剥離が著しいが外
面下部に僅かにハケ痕が残 り、内面はナデ調整。日径 13 cm・ 器高 3,7 cm。 (3)は S

Kl出上の上師器甕でやや垂直に立ち上がった体部から大きく外反する頸部を成す。
調整は不明。 (4・ 5)は SK2出 上の上師器で、 (4)は 口径 13.6 cm・ 器高 2.4 cmの皿
で、内外面はナデ調整を行 う。 (5)高杯脚部で内面にシボヅメを残す。 (6)は SDl
出上の上師器杯で日径 17.2 cm・ 器高 3.2 cm。 口縁端部は巻き込んでおり、内面に沈

線が巡る。また内面に放射線状ミガキを施す。 (7～ 9)は 6層出上の須恵器で、 (7・

8)は壺底部で体部は回転ナデ、高台部はヘラケズリを残 し、高台端部は水平な凹面

を成す。 (9)は杯底部とみられ、高台端都は水平な面を成す。

(10～ 13)は 6層出土遺物である。(10)は土師器甕で日径 18 cm、 強いナデ調整によ

り、体都 と頸部の段を有する。内面にイタナデが残る。 (11)は土師質釜で日径 23

cm、 内面は不明だが外面ナデ調整を行 う。色調は暗茶褐色を呈す。砲弾形の体部を

もつとみられる。 (12)は須恵器杯で、底部は平底で回転ヘラケズリを行 う。体部は

□     □
第 S調査区       第 3調査区     E]

第 2調査区
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回転ナデ。 (13)須恵器壺の体部は回転ナデ調整を行 う。

(14,15)は SK5出 土。 (14)は土師器高杯の体底部で外面にハケを行 う。 (15)は
須恵器無蓋高杯の体～口縁部で、日径 16 cm。 2条の凸線を巡らし、その下部に波状

文を施す。 (16～ 18)は 6層出土。 (16)は土師器甕で体部から短く外反する日頸部を

もち内外面ナデを行 う。(17)は土師器高杯の体底部で外面にハケで整えている。(18)

は須恵器高杯の脚裾部である。下外方に下つた後ラッパ状にひらき、円孔を四方に

穿つている。

次に瓦について述べていく。軒丸瓦および軒平瓦は無く、平瓦と丸瓦のみである。

いずれも細片ばかりで、全体がわかるものは無い。このためそのなかでも残 りのよ

いものを図示 しておく。

(19,20)は第 1調査区SKlか ら出土したものである。(19)は凸面に横位の有軸綾
杉文叩き、凹面に細かい布 目をもつ須恵質の平瓦で、凹面には幅約 3.2 cmの桶痕跡

がみられる。 (20)は凸面に縄 ロナデ消し、凹面に布目をもつ土師質の平瓦で、側縁

を面取りしている。 (21)は包含層出上の凸面有軸綾杉文叩きの須恵質の平瓦で、凹

面にはやはり幅約 3.3 cmの桶痕跡が残る。端部には桶綴 じ紐の痕跡もみられる。縁

側は明瞭な分割破面を残す。

(22～24)は第 2調査区包含層から出上したものである。 (22)は凸面に縄目叩き、

凹面に布 目をもつ軟質の須恵質の平瓦で、軟質のため縄目叩きが磨滅 している。側

縁は内傾する面取りを行つているが、一部に破面状を呈してお り、あるいは一枚作

りの可能性も考えられる。凹面には粘土を補つた跡がみられる。 (23)は凸面に布 日、

凹面に丁寧なナデを施 しており、凸面布目瓦と考えられる。凸面端部は強いナデを

しており、砂粒の動きが観察される。また布目がみられない部分もあり、これはナ

デによるものか、あるいは布に接地 していなかったか等が考えられるが、明確には

判らない。須恵質。 (24)は丸瓦玉縁部分で、 (22)と 同じく軟質の須恵質である。

7.東郷廃寺に関わる 前回行つた調査地から北へ 85mの地点での調査であり、関連資料の出土は勿論
問題点 あるいは遺構検出の期待もあつたが果たせなかった。 しかし、遺跡の北限が確認で

きたことは成果のひとつである。また出土資料も多く、ここでは瓦について得られ

た新知見を中心に述べていきたい。

前回の調査では瓦片は約 850点が出上し、軒丸瓦 3型式と行基式 。玉縁式の 2種

の九瓦、そして 7型式 12種の平瓦が確認できた。本調査では 114点の瓦片が出土し

ているが、■ 点の丸瓦片を除きすべて平瓦で軒丸瓦はみられなかった。丸瓦は玉縁

及び取り付け部分が 4点あったが、行基式は無かつた。

平瓦片は凸面の夕タキによって分類を行つた。総数 103点のうち凸面の不明なも

のは 60点で、残 り43点を以下のように分類した。 I類 (綾杉文)11点、Ⅲ類 (縄

目)11点、Ⅳ類 (縄 目消)8点 、ナデ 12点、凸面布 目瓦 1点である。これをまと
めたものが表 2である。

これをみる限りは I類 と3類は 250/0と 同率である。しかし、問題はナデを施す瓦

である。ナデ 12点 中表面が滑らかなものが 7点含まれている。 I類は桶巻き造りで

あり、凸面全体にタタキを施すのではなく、狭端側はタタキがみられない。このた

め 7点はこの部分にあたる可能性が高い。また内 1点は側縁に分割破面が確認され、



明らかに I類 と考えられる。このようにみると

I類は 420/Oに もおよぶ。前回の調査時の統計で

はナデの瓦を除いた数字は I類 120/O、 Ⅱ類 20%

であつたが今回は同率あるいは逆転する可能性

がでてきた。もつともこれは建物によつて使用

瓦の比率が異なっていることも考えられ、全て

に適用できるとは言えない。その可能性を指摘

するに留めておく。なお I類の出土数が最も多

I類

I類

Ⅲ類

Ⅳ類

ナデ

≡

―――――

離

攀

■

第 2表 出土平瓦比率

かったのは第 1調査区で 5点、 (滑 らかなナデ 3点 )、 次いで第 3調査区の 3点 (同

ナデ 1点 )、 第 2調査区 1点 (同ナデ 2点)で、第 4・ 5調査区では瓦は出上しな

かった。

また凸面布 目瓦 (23)についても少 し触れておきたい。前回Ⅱ類 として分類 した凸

面布 目瓦は凹面に綾杉タタキをもつものであったが、本資料は前述しているように

凹面はナデ、凸面の布目は消している部分もある。このようなことからⅡ類とは異

なる要素をもつが、東郷廃寺の凸面布 目瓦の全容が不明な現在は新たな分類は行わ

ずⅡ類に含めておきたいと思 う。

次に前回の報告以後にわかった幾つかの事実について補足しておこう。前報告で

は原山廃寺式軒丸瓦と I類有軸綾杉タタキ平瓦が密接な関係にあることを指摘し、

原山廃寺式軒丸瓦採用寺院 ■ ケ寺、有軸綾杉タタキ平瓦採用寺院 10ケ寺と記 した

が、前者に若江郡西郡廃寺、後者に渋川郡渋川廃寺が含まれることが判明した。と

くに西郡廃寺では有軸綾杉タタキ平瓦を使用していることがわかっていたので、こ

れで原山廃寺式軒丸瓦採用寺院 12ケ寺中有軸綾杉夕タキ平瓦採用寺院 9ケ寺とな

った。前回の表に付け加えたものが第 3表である。

最後に東郷廃寺C型式軒丸瓦について詳細は未確認ながら東大阪市の若江寺出土

複弁蓮華文軒丸瓦との類似性を指摘 しておく。 C型式は周縁のみであるが、三角縁

で輻線文あるいは雷文が施され下部に 1条の凸面を持つている。若江寺出土複弁蓮

華文軒丸瓦は三角縁にやや太い線を用いて雷文が施され、下部に 1条の凸面を持つ。

実見では雷文を構成する線の太さが同じものと思われ、今後東郷廃寺でも若江寺出

土の複弁蓮華文軒丸瓦と同種のものが出土する可能性がある。

以上、現時点での資料を基に幾つかの報告を行つた。寺院に関する遺構自体未確

認のため多くの仮説を重ねる結果となってしまった。寺域の中心と推定される部分

は既に宅地化してしまっており、今後も直ぐに調査されることは無く、乏しい資料

で仮説を導き出すしか今は東郷廃寺の姿は見えない。このため周辺地域のわずかな

調査が新たな知識を得る手段となる。今後も注意が必要である。 (消 )
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第 3表  大和川周辺の綾杉叩き平瓦採用寺院一覧
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1.調査地

2.調査期間
3.調査方法

4.調査概要

12日 中田遺跡 (95-260)の 調査

中田4丁 目 117-4

平成 7年 7月 31日

住宅建設予定地に 2m× 2mの調査区を 2ヵ 所設定し、各々 2mまでを重機 と人

力を用いて掘削した。

現況は区画整理の際 0.8m前後の盛上が行われているが、旧耕作土と床上を取り

除いた地表下 1.15mか ら遺物片がみられることから、密な遺物包含層の存在が予想

された。

第 1調査区-5層灰茶色粘砂以下で上師器片、須恵器片が確認されるが、遺物包

含層 とみられるのは地表下 1.65mの 7層淡灰白色粗砂質土中に上師器甕日縁や婉

形の杯部に放射線状暗文を施す高杯等とともに須恵器杯身が完形で出上した。この

包含層の下部である 8層灰黒色粘上の上面は炭化物に覆われ、その中に土師器片が

含まれ、 8層は遺構面と推定されるが、完形の遺物が出上していることから土坑状

を呈する遺構内を掘削していた可能性もある。地表下 1.9m以 下では淡灰色粘質土

がみられ遺物は確認できなかった。

第 2調査区一第 1調査区と異なり、地表下 1.2m以 下では微砂～細砂が混 じる土

質である。■層灰色微砂混粘砂には土師器 。須恵器片が包蔵され、明確な時期は不

明だが 6世紀以降の包含層とみられる。 1.7m以下では 0.5mの粘質上を挟んで砂

層の堆積となる。なお 2m前後の 15層暗黄灰色礫混粗砂上面では外面ハケ調整を施
し、内面ヘラケズヅ・底部に指頭痕を残す布留甕の破片が出上しており、須恵器導

入以前の遺構面と推定される。

調査地周辺図 (1/5000)
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第 2調査区

第 1調査区

5.出土遺物  遺物は (1)～ (4)が第 1調査区 7層、(5)は 8層から

出上したものである。

(1)土師質の高杯婉部分で日縁は外上方に内湾しながらのび直立し、

端部は丸くおさめる。内面には放射線状の暗文を施す。日径 12.7 cm。

(2)土師質の高杯脚部は淡橙褐色を呈し、裾部内面にしばりめを残す。

(3)布留甕日頸部。磨耗のため外面調整は不明、内面には指頭痕が見ら

れる。日径 18.l cm。 (4)須恵器杯身は立ち上がりは低く内傾 しており、

受部との境に浅い沈線がめぐる。底部外面には静止ヘラケズリが施 さ

れている。日径 10.2 cm、 器高 4cmo T K 209。 (5)土師質の甕は体都外

面から頸部にかけてタタキが施 した後ナデ消している。内面は日縁部

はヨコナデ、頸部はナデを行 う。日径 14.8 cm

第 2調査区

第 55図 調査区設定図 (1/200)
第 1調査区

6.備考

1.盛土
2.旧耕土
3.淡青灰色粘砂
4 灰茶色砂質土
5.灰茶褐色粘砂
6.褐灰色粘砂
7.波灰自色粗砂質土

8.灰黒色粘土
9.淡灰色粘質土
10.乳褐色粘賃上
11.灰色徹砂混粘砂
12.淡灰色細砂
13.淡緑灰色微砂
14.灰色礫混粗砂
15.暗黄灰色礫混粗砂

第 56図 基本層序摸式図 (1/40)

3

9                 20icm

第 57図  出土遺物実測図 (1/4)

今回の調査では 6世紀後半とみられる遺物包含層を確認 し、遺構面あるいは遺構

を検出した。 6世紀代の遺構は中田では数地点で確認されているが、集落という単

位で捉えられることはできていない。これは調査区が古墳時代以降の整地や耕作に

よる削平、あるいは調査区が小さいことなどを挙げることができる。また第 2調査

区では砂層の上面で古式上師器片が見つかつているが、中国遺跡では砂層上に遺構

面が構築されていることがあり、注意を要する。
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1.調査地

2.調査期間
3.調査方法

4.調査概要

5。 調査結果

13日 中田遺跡 (95-149)の 調査

刑部 1丁 目 183.184

平成 7年 10月 18日

遺構、遺物の有無を確認する目的で、事業計画地内の建物予定地の東西に 3× 3

m調査区を 2箇所設定し、機械による掘削ののち、手作業により断面精査及び包含

層の掘削を実施 し、写真撮影・実測等を行 うことにした。

西側の第 1調査区では、耕土以下地表下 1.6m以下約 30cmの間の暗灰色粘質土

に若干の弥生時代～古墳時代の上器片を含む土層を確認 した。そこで、東側の第 2

調査区において、地表下 1.6m以下の上層を注意深く掘 り進めると、弥生時代後期

の上器を含む集積状の包含層及び土器が入つた小穴状の遺構を検出した。集積状の

包含層からは、弥生時代後期前半の甕や高不片が出土し、小穴状の遺構からは、大

型の壺 と思われる土器の体部片を検出している。それより下層はシル ト層、粘土層

が厚く堆積する。

敷地東西で確認 した包含層は弥生時代～古墳時代のものではあるが、少なくとも

弥生時代後期前半の包含層の広がりが存在することを明らかにできた。

付近の下水道やマンション建設に伴 う発掘調査や試掘調査でも同時代の遺構が確

認されてお り、当該地もこれら中田遺跡弥生集落の一角に位置することは確実であ

ると想定され、今後本格的な発掘調査によりこの時期の遺構の状況を確認すること

が必要である。 (米 田)

第 58図 調査地周辺図 (1/5000)



第 1閥査区 第 2調査区

第 59図 調査区設定図 (1/400)
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1.盛土
2.旧耕土
3.灰褐色粘砂質土
4.暗灰褐色粘砂質土
5.灰褐色粘質上
6.灰色粘質土
7.暗灰色粘質土 (包含層)
3.暗灰青色粘質土
0.灰資色シル ト粘土
10.青灰色粘土
11.暗青灰色粘土
12 青灰色シル ト
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第 60図  土層断面図 (1/40)

第 61図  遺物実測図

°             10 cm
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1.調査地

2.調査期間
3.調査方法

4.調査概要

5.調査結果

14.水越遺跡 (95-450)の 調査

服部川 5丁 目7番地～12番地

平成 7年 10月 30日

遺構、遺物の有無を確認する目的で、事業計画地内の建物予定地の東西に3X3
m調査区を 2箇所設定し、機械による掘削ののち、手作業による断面精査及び包含

層の掘削を実施 し、写真撮影 。実測等を行つた。

東側の第 1調査区では、表土以下地表下 0.6m以下約 30cmの間に存在する黒褐

色の粘砂質土に弥生時代の上器片を含むのを確認 し、それ以下は砂の堆積 となって

いた。さらに西側の第 2調査区において、地表下 0,7m以 下の黒灰色の粘質土層を

手掘 りにより掘 り進めると、弥生時代後期の土器を多く含む集積状の箇所を検出し、

そこが溝状の遺構 となっているのを確認した。溝状の遺構からは、甕や高イ等の土

器がまとまって出上している。それより下層は砂質上、粘上が堆積し、 2m付近で

岩盤に達 した。

敷地東西で確認 した包含層は弥生時代後期のものと考えられ、当該地より近鉄信

貴山線の線路を挟んだ南方約 200mの地点と 100mの地点でも発掘調査を実施して

おり、平成 2年 と3年に同時期の遺構、遺物が確認 されている。

このように付近の調査でもこの付近が弥生時代後期の集落跡の一角に位置してい

ることが想定され、当調査区周辺においては何らかの弥生時代の遺構の存在が想定

される。今後婆該地において、包含層を対象とする部分の発掘調査を実施すること

により、遺構の状況の確認が必要である。 (米田)

電Ч

第 62図 調査地周辺図 (1/5000)



第 2調査区

1

第 63図 調査区設定図 (1/800)

第 1調査区

第 64図  土層断面図 (1/40)

第 65図 遺物実預1図

1.表上
2.灰褐色砂質土
3.暗褐色砂質粘土
4.黒灰色粘質土 (包含層)
5.黒灰色粘土
6.暗灰色砂質土
7.暗灰色粘質土
8.灰色砂質土
9.黄褐色シル ト
11.暗灰色粘土
12.灰褐色砂質土
13.青灰色シル ト

0         1o cm

i        3         :
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1.調査地
2.調査期間
3.調査方法

4.調査概要

5.調査結果

15日 八尾南遺跡 (94-577)の 調査

西木の本 1丁 目 1

平成 7年 2月 7日

遺構、遺物の有無を確認する目的で、事業計画地内の東西に、 3X3mの 調査区
を 2箇所設定し、機械による掘削ののち、手作業により断面精査及び包含層の掘削

を実施 し、写真撮影・実測等を行 うことにした。

西側の第 1調査区では耕土以下淡茶灰色～淡灰色の砂層や粘砂が堆積し、地表下

1.3mで厚い粘土層に達する。この粘土層中の地表下 1,7m以下 0.4mが暗灰色～

黒灰色の粘土となり、ここに弥生時代末～古墳時代中期の上師器、須恵器を含む包

含層が顕著にみられた。

東側の第 2調査区では耕土以下淡茶灰色～灰色の砂層 と粘質上が交互に堆積 し、

地表下 1.3mで厚い粘土層に達する。この粘土層中の地表下 1.7m以 下 0,4mが黒

灰色の粘土となり、ここに第 1調査区同様の土師器、須恵器を多数含む包含層が確

認できた。

敷地東西で確認 した包含層は同時代のもので、同じ深 さにあることから敷地全体

にわたり何らかの遺構の存在が想起させられる。当該地南方 100mの地点で昭和 63

年度に調査され、弥生時代後期の遺構、遺物が検出され、昭和 59年度に調査された

南西 200mの地点でも古墳時代の遺構が確認されている。当調査地の包含層もこれ

らの遺構群に連なるものと想定され、遺構の状況の確認が急務である。 (米田)

第 66図 調査地周辺図 (1/5000)
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第 1調査区 第 2調査区

第 67図 調査区設定図 (1/400)

第 1調査区 第 2田査区
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３

４

-90m

耕土
淡灰褐色砂質土
波灰褐色細砂
褐灰色粘質土
黄褐色粗砂
淡灰色粘砂
渋灰色粗砂
淡灰色礫混粘上
灰色粗砂
灰色粘土
暗青灰色粘土
暗灰色粘土 (包含層)
黒灰色粘土 ( ″ )
青灰色粘土

第 68図 土層断面図 (1/40)

第 69図 遺物実測図
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1.調査地
2.調査日
3.調査方法

4.調査概要
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16日 八尾南遺跡 (95-248)の 調査

人尾市若林町 2丁 目 10・ 12・ 15の一部と 13

平成 7年 8月 2日 ～ 4日

施工予定地内の防火水槽設置部分について、重機と人力を併用して地表下 4.4

m付近まで調査を行つた。

調査区の中央には耕作土直下の層を切 り込む幅 3m程度の近世期の溝状遺構があ

り、さらに調査区南側は現代の撹乱坑があり、遺構面はわずかにしか残存していな

かった。地表下 1,4mの茶褐色斑灰色砂質土層上面で、土坑状遺構 3基、溝状遺構

1基を検出した。埋土は灰色粘砂層等である。またその下の暗褐灰茶色粘砂層上面

でピット状遺構 3基を検出した。埋土は淡暗灰色粘砂層等である。第 1面直上の灰

紫色砂質土層には弥生時代後期の上器、庄内式上器の小片が密に含まれていた。ま

た、これらの遺構面で検出した遺構の埋土内にも同期の土器片が密に含まれていた。

この下は地表下 4.4m以下まで確認 したところ、地表下 2.4m以下で自然流路状の

堆積とみられる灰白色粗砂層等を確認 した。近隣の調査においても同期の遺構 。遺

物が確認 されており、これと密な関係をもつものと考えられる。 (吉田)
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第 70図 調査地周辺図 (1/5000)
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第 73図 第 1・ 第 2面検出遺構平面図(1/100)

第 74図 第 3面検出遺構平面図 (V190)
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1.調査地

2.調査期間

3.調査方法

4.調査概要

5。 近隣との調査

比較

17日 弓削遺跡 (94-631)の 調査

志紀町南 4丁 目 38・ 39。 39-3・ 402

平成 6年 12月 14日

宅地造成の排水施設に伴 う調査で約 1.5mXl.5mの 調査区を 2ヵ 所設定した。

調査区南側を第 1調査区、北側を第 2調査区とし、地表下 1.6～ 2.lmま でを掘削し、

調査を行つた、

第 1調査区―現地表より0.25～ 0.5mに は旧建物の基礎が残存していた。以下、

灰黒色小礫混粘砂・淡灰色粘砂・黄灰色シル トを挟み地表下 lmの灰色粘砂を切 り

込む溝を検出した。溝は東西に伸び、深さ 0。 35mで埋土は褐色細砂である。遺物が

出上しておらず、時期は不明である。遺物が多く包蔵されていたのは地表下 1.35

mに遺存する灰色粘土層で、弥生時代後期の上器を大量に含んでいる。遺物は主と

して西壁付近で出土しており、多くは調査区外にかたまつている。完形の上器がみ

られることから遺構の埋土とみられる。

第 2調査区一地表下 1.65mで須恵器を含む淡灰色砂質上がみられる。そして、1.8

m以下で弥生時代後期の遺物を含む青灰色粘土層が確認できた。

第 1調査区で確認 された弥生時代後期の遺物層はTP+12,9m前後から検出され

ているが、第 2調査区ではTP+12.45m前 後で検出しており、約 0.45mの比高差

がある。平成 3年度に北隣で実施 した調査において、やはり完形の弥生後期の上器

が出土した第 5調査区ではTP+12.35m前 後で遺物が包蔵されてお り、第 2調査

区とほぼ同レベルであつた。

第 75図  調査地周辺図 (1/5000)
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第1調査区

第 76図 調査区設定図 (1/500)
第2調麿区

1.盛土
2.灰黒色小礫混粘砂
3.淡灰色粘砂
4.黄灰色シル ト
5.褐色細砂~~ 6.灰
色粘砂

7.黄灰色シル ト
12

灰色微砂シル ト
灰色粘土
褐自色細砂
淡灰自色シル ト混微砂質土
灰色粘砂
青灰色粘質土
青灰色粘土
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6。 出土遺物

第 77図 基本層序模式図 (1/40)

また調査地と道路を隔てて南に位置する柏原市の本郷遺跡では 1991・ 1992年の

調査でV様式～庄内期にかけて廃棄された小銅鐸が出上しており、弥生中期の上坑、

後期の方形周溝墓と溝、古墳前期～中期の住居趾、土坑、溝などが検出されている。

この調査における弥生後期の検出レベルはTP十■.5m前後でやや低くなってい

るが、古墳時代の遺構が顕著にみられる点が当調査地と状況が異なっている。

図化できたのは 40点である。各々の詳しい調整については遺物観察表を参照して

もらい、ここでは概略について述べる。

甕は口径、最大径、器高のバランスから大甕 (1～ 4)、 中甕 (5～ 13)、 小甕

(14～ 19)に分類 し、また底部 (20～25)も掲示した。大甕は最大径が肩にあるが、

(3)は他のものに比してやや下がる。頸部は鋭く屈曲し、日縁は薄くタタキメも(3.5/

cm)と 細い。中甕では内面調整は剥離のため不明なものも多いが、明確なハケ痕跡を

残しているものは 2点 (5,12)し かない。(5)は下半部に穿孔を施し、連続ラセンタタ

キを行 う。また (8)は 日縁部を叩き出しによつて成形している。(9,10)は粘土継ぎ痕

が明瞭である。頸部は「く」の字状に屈曲する。 (13)は分割成形がみられ、上半部

と下半部ではタタキの太さが異なる。底部は輪台で、器壁は薄いが内面調整は不明。

小甕は 2分割成形 とみられる。日縁が体部径 と同等、あるいは凌駕している。体都

は球形化が著しく、底部にまでタタキが及んでいる (14.15)。 タタキは (4/cm)と 細い



(16.17)。 (18)は体部の球形化が最も著しく、調整は外面はタタキ後イタナデ、内面

はイタナデを行 うなど、他の甕と若千異なるものである。突出した底部をもたず、

体部から続くものも(22,23,24)あ る。

壺は広口壺が主体であり、頸部から日縁がすぐに外反しているもの(26,27,30)と 、

やや直上にのびた後に外反するもの (29)が ある。 (30)は体部が下膨れで底部も円盤

状で突出しないタイプである。 (31)は短頸壺。

高杯 (32～ 39)は 日縁部の長さが受部に匹敵するものがある。また脚柱部の中実化

の進行も確認できる。

手焙形土器 (40)は鉢部が浅く、刻目突帯を施すもので、内外面をハケ調整を行 う。

覆い部についても一部ハケが残る。

7。 出土遺物からの 本調査地出上の資料は (1)中位に最大径をもつ小型甕の存在 (2)細筋の叩きの使用
2.3の問題点  (3)内面調整にハケを用いるものが少ない等の特徴から河内の上器編年では上六

万寺式から北鳥池下層式に併行するものと考えられる。特に甕体部の球胴化は著し

いものがあり、高杯においても杯目縁部の発達からみてその大半は北鳥池式下層に包括されるものであ

る。北鳥池下層式は第V様式の範疇に留まる技法を保ちながらも、その指向する形態は庄内甕で、芋本

氏他が述べておられるように第 5様式の最終末段階であるとともに庄内甕出現以降の一群であるとする

説がある。

また近年の庄内～布留期の資料の増加から、土器組成を中心とした中河内の編年案を提示 した原田氏

は最古型式の河内型庄内甕は体部三分割のタタキ成形、体部最大径が上位にある点で北鳥池下層式とは

「直接的の系譜上にはのるものではなく。・・」としたうえで、その甕Al・ 鉢Al。 高杯Alの存在な
ど器種構成の違いから庄内式古相に先行するものとされている。

今回の資料は調査面積も小さく、明確な遺構に伴 うものではないのでこの議論の俎上にのるものでは

ない。ただ得られたデータをもとに 2・ 3の問題点を提示してみたいと思 う。

最初に北鳥池下層式と当遺跡資料との胎土の相違を考えてみたい。北鳥池下層資料 63点中、中河内あ

るいは南河内からの搬入品として捉えられている明確な庄内～布留式上器を除いた 56点のなかで生駒

西麓以外の胎土をもつとされているのは 3点のみである。すなわち北鳥池下層式を構成する土器群は在

地周辺で製作されたものと考えられている。

しかし、本調査資料は奥田先生に行つて頂いた胎上分析から単一の材料で製作されたものではないこ

とが判明した。詳細は別稿にゆずるが調査地周辺の材料で製作されたものは僅かであり、表 1か らわか

るように土器の多くは他地域の材料が使用されている。

最も多いものはⅣ類型であり北大和の大阪層群

あるいは泉北丘陵の可能性を持ちつつ、岩相的に播

磨中部ではないかと分類された土器である。これに

次いで恩智川付近の土器が多く、他に生駒西麓の人

尾市大窪や神立、柏原市の東山麓の材料を用いてい

る。

このように他地域の材料を用いた土器が多く搬

入されているのはその立地条件を抜きにしては考

播磨 轟
播磨 ?□

恩智 ＼
恩智?■

大和川‖Ⅲ

第 1表 胎土別産地比較表

えられない。弓削遺跡は奈良からやつてくる大和川と南河内からの石川が柏原で合流したものが再度久

宝寺川と玉串川に分かれた分岐点西側に位置している。このため多くの上器が集まったことが推定でき

東山麓A ≡
東山麓B 離
東山麓C =
東山麓D 襲



る。これは山手にある北鳥池遺跡とは全く異なった環境にあり、弥生時代が終わりを迎え時代が動こう

としていたなかで他地域との交通が確立されていたことが伺える。

だが、それでも明確に内面をヘラケズリした庄内甕は入つてきていない。庄内甕古相期における土器

の胎土は平野部ものと恩智・水越など媒乱砂礫が混和材として使用されている生駒西麓部ものの 2タ イ

プが確認されており、本調査資料においても恩智付近の上器が多く搬入されているにもかかわらずであ

る。しかし、また球月同化が著しいものは恩智付近の上器ででもある。このような点から弓削遺跡につい

ては次のように考えることができよう。第 1に庄内古相併行期であるとするならば、庄内甕の製作集国

を持たない地域であり、北鳥池遺跡と同様に若干遅れた地域であったであろうこと。第 2に集落という

よりも大和川を利用した土器の集積場のような施設があつた場所と推定できる。第 3に庄内甕出現以前

であるとするなら、恩智付近の材料を用いている甕が最も球月同化が進んでいることから最古の河内庄内

甕は恩智の材料で製作されたことが考えられる。

次に出土遺物の性格について少し触れたいと思う。何度も述べているように極小さな調査区のため遺

物が出上した遺構については不明である。ただ調査区外西側に遺物の密度が高く、完形に近いものも多

いことから溝あるいは土坑などの遺構を推定できる。遺物は煮沸器種である甕が大半を占め、次いで高

杯が目を引く。破片が多く全体を把握できないが、確実に穿孔を施しているものは2点 しかない。こう

したことから一概に祭祀によって廃棄されたものとはいえない。むしろ日常生活に使用している器具を

廃棄している可能性がある。しかし、生産→使用→破損→廃棄という生活サイクルで捉えるには完形品

が日立つ。これはこれまで述べてきた弥生終末期と庄内期という時代の動きのなかで検討すべき課題か

も知れない。

以上のいくつかの問題点を挙げてきた。今後の同時期の資料増加が期待されるが、最後に弓削遺跡内

で行われた調査における興味ある結果について書いておこう。 (財)人尾市文化財調査研究会によつて昭

和 59年に実施された第 1次調査では同時期の溝が検出されており、溝内より大量の上器が出土している。

そして最上層には庄内古相の遺物が確認されている。これはこれまで述べてきた多くの問題を解く可能

性をもつものである。資料の整理が待たれるところである。 (消 )

注1 人尾市教育委員会『人尾市内遺跡平成二年度発掘調査報告 I』 1992年
注2 北野重『本郷遺跡 1991・ 1992年度』柏原市教育委員会 1998年
注3 花園高校地歴部「河内古代遺跡の研究」昭和45年
注4 芋本隆裕「北鳥遺跡出土遺物の再整理」『東大阪遺跡保護調査会年報 1979年』東大阪遺跡保護調
査会 1980年

注5 原田昌則「東弓削遺跡 (4次調査)」 「久宝寺遺跡 (1次調査)」 『人尾市文化財調査報告 1993
年』(財)人尾市文化財調査研究会 1993年

注6(財 )人尾市文化財調査研究会の西村公助氏の御教示による。
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fli f_fi �量 íi勿 律見宣言 ヨ鑑  (1)

遺物番号 極
位

器
部

径
高
日
器

ｍ＞
見
てｃ
法

形 態 。 調 整 等 の 特 徴 色  調 焼 成 備 考

1

弥生土器

発

ロー 1本部

15.3
残 5.8

駅部は緩やかに屈lUJする。日縁部内外面は
ハケ。体部外面はタタキ (4木/un)内雨
はナデで指頭痕がみられる。

淡峰褐色
良

2
弥生土器

奏
日～体部

６

０

６

０残
一ァ
ヽ
ノ

ナ

硼

は
／
而
木
外

３

内
＜
縁
キ
ロ
タ

体部外而は右上がリタ
内而はハケ。

淡権褐色 良

3

弥生土器

箋

日～体部

17.8
残 7.5

日縁端部はややつまみ上げる。頸部は「く
J字状に近い。日縁内外面はナデ。体部外
面は右上がリタタキ(3.5本 /9n)。 内両は
不明だが、砂粒の動きは見られない。

淡茶褐色 良

4

弥生土器
鶏

日～頸部
1 8.  0
残 4.0

日縁部外面はナデ。体部は右上がリタタキ
(3本 /cln)。 内面はナデ。

淡橙褐色 良

5

弥生土器

養 ６
８
径
５

・
，大

・

４
４
最
９

１
２
部
上
体

やや突出する平底。日縁部外面タタキ後ナ
デ。体部外面は右上り連続ラセン状タタキ
(3本 /clm)。 体部内面ハケメ。下半部に
外面より穿孔を行う。

淡橙灰色 良

6
弥生土器

甕
口～体部

８

２

４

０残
口縁部内外而ナデ。体部外面は右上がリタ
タキ (2.5本/9n)。 内面は不明。

淡乳褐色 良

7

弥生土器
養

日～頸部

０

７

６

２残
日縁部外面はナデで、ハケが残る。頸部は
ナデと内面はイタナデ。

淡茶褐色 良

8

弥生土器
養

日～体部
15.8
残 6.8

口縁はЩ
'き
出し成形。日縁部外面はナデ。

頸部から体部はタタキ。内面調整は不明。
淡茶褐色 良

9

弥生土器
養

日～体部
14,0
残 3.3

口縁端部は上方に小さく拡張する。外面は
タタキ (2.5本/9m)。 内面はナデ。

淡橙褐色 良

10

弥生土器

甕

日～体部

０

９

６

７残
頸部は「くJ字状に屈曲する。日縁部内外
面はナデ。体部外而は右上がりのタタキ (
3木 /an)。 内而は不明。

淡茶褐色 良

11

弥生土器
甕
底部

４

６

径底
残

突出する平底。体部外面iは右上がリタタキ
(3.5本/9m)。 内面底部はナデ。

晴橙褐色 良

12

弥生土器
弩
底部

４

８

径底
残

突出するドーナツ状の平底。体部外面は右
上がリタタキ (4本 /an)。 内面はハケ。

暗茶褐色 良

13

弥生土器

甕

体～底部

４
２
径
１
底
残

やや突出する平底。体部最大径は中位。外
面は右上がリタタキ (3木  /91)。 内面
底部はヘラナデ。体部内面は劉Htし ている
が器壁 1ま薄とヽ (2.5 mlm)

淡茶褐色 良

14

弥生土器

養
４

３

やや突出する平底。体部最大径は中位。 2
分割成形。日縁部内外面はナデ。体部外面
下位右上がリタタキ (3.5本  /94)が底
部までおよぶ。中位以上は横方向。体部内
面はナデ。

暗茶褐色 良

15

弥生土器

甕
２

５

やや突出する平底。体部最大径は中位。 2
分吉1成形。日縁部内外面iナデ。体部外面下
位は右上がリタタキ (3本  /α冊)が底部
までおよぶ。中位以上は横方向のタタキ (
4本/cnI)。 体部内面はナデ。

淡茶褐色 良

16

弥生土器

甕

口～体部

14.4
残 9,0

口縁部は貼る付けており、端部はややつま
み上げる。頸部は「くJ字状に近い。体部
外面下位は横方向のタタキ。中位以上は右
上がりのタタキ (4木 /9m)。 内面は不明
だが、砂粒の動きは見られない。

淡乳褐色 良

17

弥生土器

甕

日～体部

８

９

５

２残
最大径は中位より上。体部 3分割成形。日
縁部外面はタタキ後ナデ。体部外面右上が

リタタキ (1本 /gn)。 口縁部内面iナ デ
体部内面iはナデ。

淡茶灰色 良
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出 十 遺 物 観 察 表  (2)

号
号
番
番
物
版
遺
図

種
位

器
部

(cm)口 径
法量 器高

形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色  調 焼  成 備 考

18

弥生土器

甍

口～体部

1 3.  2
残 10,2

球形に近い体部をもち、日縁端部外面に沈
線を施す。頸部は「く」字状に屈曲する。
日縁外面はイタナデ、内面はナデ。体部外
面はタタキ後イタナデ。内面は頸部までイ
タナデ。

暗茶褐色 良

器土
‐９
生弥

甕
口～頸部

1 4.  0
残 3.3

口縁は外上方にのびた後内湾し、内傾する
面を成す。内外面ハケ。

暗橙灰色 良

20

弥生土器

甕

底部

底径 4.7
残 3.5

自重で潰れているが、やや突出する平底。
外面は右上がリタタキ (3.5本  /clll)で
底部までおよぶ。。内面底部はイタナデ。

暗橙褐色 良

21

弥生土器
甕
底部

８

７

径底
残

倒立不能と思われる平底。外面はタタキ (
3.5本 /an)角 を潰す。内面調整は不明。

明茶褐色 良

22
弥生土器

甕
底部

底径 4.6
残 7.0

体部から続く平底。体部外面はタタキ。底
部はタタキ後ヘラミガキ。内面はイタナデ

明茶褐色 良

23

弥生上器

甕

底部

底径 3.7
残 5。 3

穿孔を施 した平底の底部をもつ。外面は右
上が リタタキ (3.5本  /cll)で底部まで
およぶ。内面底部はイタナデ。

明橙褐色 良

24

弥生土器
甕
底部

６

５

部底
残

平底の底部をもつ。外面はナデ。内面は′

ケ。
暗橙褐色 良

25
弥生土器

甕
底部

底径 4.5
残 3.0

上げ底の底部。内外面調整は不明。 黒 色 良

26

弥生土器

広口壺

日～体部

1 4.  0
残 12.8

頸部は短く外反する。日縁内外面はナデ。
頸部～体部はハケ。中位以下はタタキ (3.
5本/cm)後ナデ。頸部内面は上位はイタ
ナデ、下位は指頭痕。体部はナデ。

淡橙褐色 良

27
弥生上器

広口壷
日～体部

8。  9
残 7.4

頸部は短く外反する。体部はタタキ (4本
/clll)後 ナデ。内面頸部付近に指頭痕。

灰褐色 良

28

弥生上器

壷

底部

底径 4.5
残 6.5

平底の底部から上外方にのびる体部をもつ
外面はタタキ (4本 /cm)。 内面には指頭
痕跡が残る。

乳褐色 良

29

弥生土器

広回壺

日縁部

7.  8
残 5.5

口頸部は外反しながら大きく伸び、端部は
上下に小さく拡張する。外面はヘラミガキ
内面はイタナデ。

淡橙褐色 良

30

弥生土器

短頸壺

回～底部

1 0,
残 15.

下膨れの体部から口縁部は斜め上方にのび
端部は小さく上方につまむ。日縁部内外面
はナデ。体部下半はイタナデ。中位以上は
不明。内面下半はイタナデ。中位以上は指
ナデ。

暗橙褐色 良

31

弥生土器

直口壺

口～頸部

11. 5
残 7.9

立
デ
直
ナ
く
は
短
面
は
内
縁
部
口
縁

ら

日

去
″

　
　
ｏ

部
デ
体
ナ
る
夕

ｏ

び
イ
デ

の
は
ナ

に
面
タ

方
外
イ

上

ｏ
は

め
る
部

斜
す
体

淡茶褐色 良

32

弥生土器

高杯

杯部

19。  9
残 5.6

杯部は斜め上方に内湾気味にのび、日縁部
は外反する。口縁部外面はナデ後ヘラミガ
キ。杯部の一部にハケ。日縁部内面は横方
向のヘラキガキでハケが残る。杯部は縦方
向のヘラミガキ。

淡橙褐色 良

33

弥生土器

高杯

杯部

22. 6
残 6.4

杯部は斜め上方にのび、日縁部は角度をか
えてのびる。日縁外面はハケ。杯部は不明
日縁内面は不明。杯部はヘラミガキ。

橙褐色 良

34

弥生土器

高杯 23, 0
残 6.3

杯部はやや斜め上方にのび、日縁部は短 く
直立 した後外反する。外面は縦方向のヘラ
ミガキ。内面調整は不明。

明橙褐色 良
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:E協 =L遺 物 観 察 表   (3)

号
号
番
希
物
版
遺
図

器  種 (cm)日 径
法量 器高

形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 焼 成 備 考

35

弥 4■ L器

高杯

杯～脚部

20.
残 12.

３

０

杯部は斜め上方に内湾気味にのび、日縁部
は外反する。脚柱部ゆるやかに裾部にいた
る。脚柱部は上端近くまで中空。外面はへ

ラミガキ。内面調整は不明。

淡橙褐色 良

36

弥生土器

高杯
２

３

杯部は斜め上方にのび、日縁部は外反する
。脚柱部は直立し、ゆるやかに裾部にいた
る。脚柱部は半分はつまり、裾部に4孔を
穿つ内外面調整不明。

淡橙褐色 良

37

弥生土器

高杯

脚部
残 7.5

中空の脚柱部で 4孔を穿つ。杯部内外面は
ヘラミガキ。脚桂部外面はハケ。内面はイ
タナデ。

淡茶褐色 良

38

弥生土器
杯
部
一局
脚 残 5,7

中空の脚柱部。外面はハケ。内面はナデで
裾部はイタナデ。

暗灰色 良

39
弥生土器

杯
部
高
脚 残 3.6

中空の脚柱部。外面はハケナデ。内面はシ
ボリメ。

橙褐色 良

40

弥Ai土器

手焙形土器 底径 3.
27.

突出する平底。体部に刻み目をもつ貼り付
け突帯をもつ。下半部はハケで、覆い部に
もハケが残る。内面もハケ。

淡茶褐色 良
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土器の表面に見られる砂礫

奥田 尚
1.は じめに

人尾市の東南部に位置する弓削遺跡から出上した弥生時代末～古墳時代初頭にかけての時期を示す土

器の表面に見 られる砂礫を肉眼で観察した。観察した土器の器種は甕、壺、高杯等である。観察は石種・

鉱物種 。生物片の色、形、大きさ、量について行つた。砂粒を識別する目安としては、石種として花南

岩、閃緑岩、斑糖岩、流紋岩、安山岩、玄武岩、火山ガラス、砂岩、泥岩、チャー ト、片岩、蛇紋岩、

変輝緑岩、鉱物種 として石英、長石、黒雲母、白雲母、角閃石、輝石、撤積石、柘糟石磁鉄石、生物片

として海面の骨片、ウニの刺、貝殻、有孔虫、炭質物等である。また火山岩と深成岩 とを区別するため

に鉱物が結晶面で囲まれている自形か結晶面が認められない他形かの判断もした。特に石英、角閃石、

輝石について注意をはらった。形については角、亜角、亜円、円の 4段階に区別した。粒径については

Ilm単位で目測 した。量については非常に多い、多い、中、僅か、ごく僅か、ごくごく僅かの 6段階とし

た。岩石片の同定については、鉱物構成で名称が代わり、粒が小さいため判断しにくい場合が多い。そ

のために、石英、長石、石英、長石、黒雲母、長石、黒雲母が噛み合つていれば花蘭岩 とし、角閃石が

噛み合つていれば閃緑石、輝石や 横石が噛み合つていれば班糖岩とした。また、自形の石英がみられ
れば流紋岩に、自形の角閃石、輝石がみられれば安山岩とした。片理が顕著であれば片岩とした。この

ような岩石区分は岩石全体が判れば名称が異なる場合もある。

2.砂礫粒の特徴
識別できた砂礫種は、岩石片として花蘭岩、閃緑岩、流紋岩、砂岩、泥岩、チャー ト、疑灰岩、火山

ガラス、鉱物片として石英、長石、黒雲母、角閃石である。各々の特徴について述べる。

花南岩 :色は灰白色で、粒形が角、粒径が最大 1011mである。石英 。長石、石英・黒雲母、長石 。黒雲

母が噛み合つている。片麻状を示すものがある。

閃緑岩 :色は灰白色、灰色で、粒形が角、粒径が最大で 7 Hlmで ある。長石・角閃石、石英 。長石・黒

雲母・角閃石が噛み合っている。

流紋岩 :色は灰白色、灰色、暗灰色、褐色、茶褐色、淡茶色と様々で、粒形が角、亜角である。粒径

が最大 6 nlmである。石基はガラス質で、石英や長石、黒雲母の班晶があるものがある。

砂岩 :色は暗灰色、褐色で、粒形が亜角、亜円である。粒径は最大 1.5 Hlmである。細粒砂である。

泥岩 :色が黒色、暗灰色で、粒形が亜角、粒径が最大 0,7 nlmで ある。僅かに片理が見られる。

チャー ト :色は灰色、暗灰色で、粒形が角、亜角、粒径が最大 2 Hlmで ある。

灰岩 :色は白色、楕円形をなし、粒径が 7 Hlm、 量がごくごく僅かである。非常に柔らかく、自形の石

英が多く含まれる。血 26資料にのみみられる。

火山ガラス :無色透明、黒色透明、貝殻状、粒径が最大 0.211mで ある。石英 :無色透明、粒形が角、

粒径が最大 6 Elmである。複六角錐あるいはその一部がみられるものもある。また赤褐色透明のものもご

く僅かにある。

長石 :無色透明、灰白色透明、灰白色、白色で、粒形が角、粒径が最大 511mである。

角閃石 :黒色、粒形が角、亜角、粒径が 2 nlmで、柱状である、柱状で自形をなすものや結晶面がある

ものがある。



3.砂礫種構成と類型区分

観察した砂礫種構成からみれば、花闘岩質岩起源と推定される砂礫を主とするもの (I類型)、 閃緑

岩質岩起源 と推定される砂礫を主とするもの (Ⅱ 類型)、 流紋岩質岩起源と推定される砂礫を主とする

もの (Ⅳ類型)がみられる。更に主要砂礫以外の砂礫をもとにして細分 した (区分の基準は庄内式上器

研究Ⅱを参照)。 I類型は、 Ib類型、 I bd類型、 I bg類型に、Ⅱ類型はⅡa類型、Ⅱ ab類型に、Ⅳ

類型はⅣ abg類型、Ⅳ an類型、Ⅳ e類型、Ⅳ gn類型、Ⅳ n類型に区分した。各類型の特徴について述

べる。

I類型 :花闘岩質岩起源と推定される砂礫を主とする。

花蘭岩質岩起源 と推定される砂礫を主とし、閃緑岩質岩起源 と推定される砂礫が僅かに含まれる

。・・・・・・ 。・・・・・・・・・・・・・・・・ 。・・・・・・・・・ 。・・・・ Ib類型

花南岩質岩起源 と推定される砂礫を主とし、閃緑岩質岩起源・流紋岩質岩起源と推定される砂礫が僅

かに含まれる 。・・ 。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ I bd類型

花闇岩質岩起源 と推定される砂礫を主とし、閃緑岩質岩起源 と推定される砂礫、チャー トが僅かに含

まれる 。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 。・・・・・・・・・・ 。・ I bg類型

Ⅱ類型 :閃緑岩質岩起源と推定される砂礫を主とする。

閃緑石質岩起源 と推定される砂礫を主とし、花南岩質岩起源と推定される砂礫が僅かに含まれる

。・・・・・・ 。・・・・・・・・ 。・ 。・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 。・・ Ⅱa類型

閃緑石質岩起源 と推定される砂礫を主とし、花蘭岩質岩起源・流紋岩質岩起源 と推定される砂礫が僅

かに含まれる 。・・・・・・・・・・ 。・ 。・ 。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ⅱ ab類型

Ⅳ類型 :流紋岩質岩起源と推定される砂礫を主とする。

流紋岩質岩起源 と推定される砂礫を主とし、花蘭岩質岩起源 。閃緑岩質岩起源 と推定される砂礫、砂

岩が僅かに含まれる 。。・・・・・ 。・ 。・・ 。・・・・・・・・ 。・・・・・・・・
。・・Ⅳ abg類

流紋岩質岩起源 と推定される砂礫を主とし、花闘岩質岩起源と推定される砂礫、角閃石が僅かにふく

まれる 。・・・・・・・ 。・・・・・・・・・・・・・・ 。・・・・・・・・・・・・ 。・・Ⅳ an類

流紋岩質岩起源と推定される砂傑を主とし、安山岩質岩起源と推定される砂礫が僅かに含まれる

。・・・ 。・・・・・・・・・ 。・・ 。。・・・・・・・・・・・・・・・ 。・・・・・Ⅳ e類型

流紋岩質岩起源と推定される砂礫を主とし、砂岩や泥岩、角閃石が僅かに含まれる 。・・Ⅳ gn類型

流紋岩質岩起源 と推定される砂礫を主とし、角閃石が僅かに含まれる 。・・・・・・・・・Ⅳ n類型

砂礫種構成をもとに区分すれば上記のようになるが、更に、同じ亜類型のものでも砂礫の見掛け (砂礫

相)が異なる。人に例えれば人相と同じである。類型がサルやウシ、ヒト等の区分にあたり、亜類型が

サルのなかのニホンザル、テナガザル、オナガザルのような区分に、ヒトであれば日本人、印度人、英

利西人のような区分にあたる。更に、日本人であつても一人一人氏名があり、顔に特徴があるため誰々

だと人相により判断されている。顔だけから判断して、常に個人を特定しているといえる。人の顔には

目や鼻耳、日等が同じ配列で付いているが、その僅かの配列の違い、個々の大きさや形の僅かな違いが

ある。その違いが特定されて個人が特定されているといえる。砂礫の見た時の様子からの比較も特徴と

いえよう。亜類型を砂礫相を考慮して区分すれば、 Ib類型はさらに大和川 。東山麓A。 東山麓 Bに、
I bd類型は東山麓 D、 他に I bg類型は大和川、Ⅱa類型は恩智に、Ⅱ ab類型は東山麓 Cに、Ⅳ類型は

播磨、他に区分される。
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観察した個数的には、Ⅳ類型が 16資料と多く、Ⅱ類型が 14資料、 I類型が 10資料となる。更に、砂

礫相を考慮すれば、Ⅱa類型の恩智が 9個、 Ib類型の東山麓 Bと Ⅳ n類型の播磨としているものがと
もに 6個 と多い。 この数的比較は観察して破片の数であり、固体数を示しているものではない。

4.砂礫の採取地
弓削遺跡が位置する付近は、大和川が運んできた砂礫からなる沖積地である。当遺跡の東には江戸時

代に付け替えられる時まで玉櫛川が流れ、西には長瀬,||が流れていた。東方の生駒山麓には段丘が形成

されている。人尾市歴史民俗資料館付近の中位段丘付近では、火山灰層も確認されている。段丘は砂礫

や粘土層からなる。段丘の東にあたる生駒山地の岩石と谷川の砂礫には密接な関係がある。人尾市恩智

や大窪、楽音寺の北方では流出する谷川の上流域に閃緑岩が分布するために比較的角閃石が多い。また

大窪東方の閃緑岩には粒状を示す黒雲母が多く含まれるため、大窪付近の砂礫には粒状の黒雲母と角閃

石が比較的多く含まれる。大窪の東南に位置する高安山付近には細粒の片麻状黒雲母花闇岩 (縞状花闘

岩)が分布する。この南の人尾市黒谷から神宮寺にかけては班状黒雲母花闇岩が分布する。更に、南の

柏原市では黒雲母花闇岩が分布する。また、大窪の北では弱片麻状を示す黒雲母花南岩が暗峠付近まで

分布する。

このように岩石分布 と谷川や山麓の砂礫とをもとにして、当遺跡を付近を中心に近距離で土器の砂礫

相と合 う砂礫を求める。 Ib類型で大和川とした砂礫は石英が多く、比較的、長石と角閃石が少ない。
このような砂礫は大和川が合流した下流の砂礫に似てお り、遺跡付近の砂礫にも似ている。 Ib類型で
東山麓 Bと した砂礫は比較的、角閃石が少なく、長石が多いことから人尾市神立付近や柏原市山ノ井か

ら堅下にかけての谷川の砂礫に似ている。 Ib類型で東山麓Aと した砂礫は細粒の片麻状花開岩の礫が
含まれ、粒状の黒雲母が含まれ、且つ、角閃石が比較的多いことから人尾市大窪付近の谷川の砂礫に似

ている。 I bd類型で東山麓Dと した砂礫は、神立か山ノ井から堅下にかけての段丘付近の砂礫と推定さ

れる。 I bg類型の大和川 とした砂礫は、比較的、長石が少なく、砂岩や泥岩が含まれることから、柏原

市船橋よりも下流の砂礫と推定される。当遺跡付近の砂礫でもある。Ⅱa類型の恩智とした砂礫は、庄

内河内型甕のような砂礫相ではなく、媒乱砂礫が水で流され、砂礫粒の表面が洗われているような砂礫

であることから、思智神社付近から流れ出した谷川の砂礫 と推定される。恩智遺跡付近の砂礫 と推定さ

れる。こa類型東山麓 Cと した砂礫には片麻状黒雲母花南岩粒が含まれることから、大窪付近の段丘の

砂礫と推定される。Ⅱ ab類型の恩智とした砂礫は、思智遺跡付近の段丘の砂礫であろうか。Ⅳ類型の砂

礫は流紋岩質岩起源の砂礫を主とすることから、流紋岩質岩起源の砂礫を主とする奈良市西ノ京から法

蓮にかけての大阪層群の一部の砂礫や泉北丘陵の砂礫も挙げられるが、岩相的には播磨地方の市川から

損保川にかけての付近の砂礫に似ている。砂礫の詳細な分布が判れば、より詳しいことが判明するであ

ろう。

以上のように土器に含まれる砂礫から砂礫の採取地を推定すれば、当遺跡の東方の恩智付近、人尾市

大窪や神立付近、柏原市の東山麓、播磨中央部が推定される。砂傑採取地が土器の製作地とすれば、観

察した破片数的には播磨中央部から遥々と運ばれているものが多く、恩智付近や大窪付近から運ばれて

いるものがあり、僅かに在地で製作さているといえる。

註

1)奥田 尚 (1992)「河川の砂礫とその類型一大和・河内・伊勢周辺を中心として一」『庄内式土器
研究Ⅱ』庄内式上器研究会
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所収遺跡名 所在地
コー ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

跡部遺跡 大阪府人尾市

東太子堂

27212 丁

ば

ば

9950530 11,44 ガソリンスタンド建設に伴 う遺構

確認調査

思智遺跡 人尾市 恩智中町 27212
9950801,07 分譲住宅建設に伴う遺構確認調査

小阪合遺跡 人尾市 青 山町

南小阪合町

27212 9950606,22

99506023,27

9950628-30
9950707,10

9950711,12

9951121

12 5 診療所及び住宅建設に伴 う遺構確

認調査

共同住宅建設に伴 う遺構確認調査

佐堂遺跡 人尾市 佐堂町 27212

8 共同住宅建設に伴う遺構確認調査

高安古墳群 人尾市 山畑 27212

9950418

9950511

6. 25 専用住宅建設に伴う遺構確認調査

竹渕遺跡 人尾市 渕

　

　

渕

竹

　

　

竹

27212

9950425,26

9950818

45

18

共同住宅建設に伴う遺構確認調査

共同住宅建設に伴う遺構確認調査

東郷遺跡 人尾市 光 町

荘 内 町

27212

9950313

9951127

6. 25

12

共同住宅建設に伴 う遺構確認調査

共同住宅建設に伴 う遺構確認調査

東郷廃寺 人尾市 桜ヶ丘 27212
9950323,24 20 店舗建設に伴 う遺構確認調査調査

中田遺跡 人尾市 中田

刑部

27212

9950731

9951018

8

18

共同住宅建設に伴う遺構確認調査

共同住宅建設に伴う遺構確認調査

水越遺跡 人尾市 服部川 27212

9951030 18 老人ホーム建設に伴 う遺構確認調
査

人尾南遺跡 人尾市 西木の本

若 林 町

27212

9950207

9950802,03

9950804

18

25

共同住宅建設に伴う遺構確認調査

遊技場建設に伴う遺構確認調査

弓削遺跡 人尾市 志紀町 27212 135°

37'

00"

9941214 4. 5 宅地造成に伴う遺構確認調査
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所収遺跡名 種  別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 侍 記 事 項

跡部遺跡 集落 古墳時代 土坑 ピント 須恵器 土師器

恩智遺跡 集落 亦生～古墳時代 包含層 落ち込み状遺構 弥生式上器 石器

小阪合遺跡 集落

集落

鎌倉時代

古墳時代

弥生時代

鎌倉時代

平安時代

古墳時代

井戸 溝 ピット

溝 土坑

溝 ピント

ピット

曲物井戸

土坑状遺構

玉未製品 鉄滓 瓦器

須恵器 土師器 韓式上器

弥生式土器

器

器

　

師

　

輪

瓦

　

土

　

埴

土師器

隆堂遺跡 集落 鎌倉時代 ピット 瓦器 須恵器

高安古墳群 集落 兼倉時代 土坑状遺構 瓦器 土師器 埴輪

竹渕遺跡 集落

集落

古墳時代

古墳時代

包含層

包含層

土師器

須恵器 土師器 製塩土器

韓式系土器

東郷遺跡 集落

集落

古墳時代

古墳時代

隣状遺構

包含層

土師器

土師器

東郷廃寺 柔落 鎌倉時代

奈良時代

古墳時代

包含層

土坑

土坑 ピ ン ト

瓦器

平瓦 丸瓦

製塩土器 須恵器 土師器

中田遺跡 集落

集落

古墳時代

弥生時代

土坑

包含層 小穴状遺構

須恵器 土師器

弥生式上器 須恵器

水越遺跡 集落 亦生時代 溝状遺構 弥生式上器

人尾南遺跡 集落

集落

古墳時代

古墳時代

包含層

土坑 溝

須恵器 土師器 弥生式上器

土師器 弥生式上器

弓削遺跡 集落 弥生時代 溝 赤生式土器
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第 3調査区全景

第 2調査区断面状況

第 3調査区断面状況
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弥生時代末期遺構面

(北 より)

SD-13検出状況

(北西より)

古墳時代中期遺構面Ⅱ

(西から)
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古墳時代中期遺構

面 H遺構面,B・ C区

(南より)

SD-9上面検出状況

(北より)

SD-9下面検出状況
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鎌倉時代Ⅱ遺構面

(東南より)

鎌倉時代 I遺構面

(東南より)

中近世遺構面

(西より)
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第 1調査区調査状況

第 1調査区全景

第 2調査区全景

図
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第 1調査区遺構検出

状況 (西より)

第 3調査区遺構検出

状況 (西より)

第 5調査区遺構検出

状況 (東より)
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第 1調査区断面状況

第 2調査区調査状況

第 2調査区

遺物出土状況

図
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第 1調査区断面状況

第 2調査区

遺物取上げ状況

第 2調査区

遺物検出状況

図
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八尾南遺跡

調査区遠景 (南より)

八尾南遺跡

遺構検出状況 (南より)

小阪合遺跡

遺構検出状況 (北より)
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調査地全景

第 1調査区全景

第 2調査区全景
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弓削遺跡

遺物出土状況

中田遺跡

須恵器杯身出土状況
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SD13 弥生土器
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